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ＲＩ会長メッセージ

言行はこれに照らしてから
１）真実か どうか
２）みんなに公平か
３）好意と友情を深めるか
４）みんなのためになるか どうか

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：
第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるもの

と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を
高潔なものにすること；

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活
において、日々、奉仕の理念を実践すること；

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理念、親善、平和を推進すること（RI定義第４条、標準クラ
ブ定款第４条）。

「ロータリーの目的」の４つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また
同時に行動を起こさなければならないものであるということで、RI理事
会の意見が一致している（ロータリー章典26.020.）。

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。
１．個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動
する。

２．取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念
をもって接する。

３．自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱
える人びとを助け、地域社会や世界中の人びとの生活の質を高める。

４．ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。

四つのテスト
（THE FOUR-WAY TEST）

ロータリーの目的
（OBJECT OF ROTARY）

ロータリーの行動規範
（ROTARY CODE OF CONDUCT）

四つのテスト・ロータリーの目的・ロータリーの行動規範
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ＲＩ会長メッセージ

2022-23年度
国際ロータリー会長

ジェニファー・ジョーンズ

ロータリーリーダーの皆さま

ロータリー地区大会に出席される皆さまにご挨拶申し上げます。地区大会は、これま
での成果を振り返り、国境や文化を超えたネットワークを広げ、今後のためのアイデア
を共有する場となります。
ロータリアンである私たちは、奉仕へのコミットメントをもち、一人では達成できな
い大きなことの一翼を担いたいと願っています。この特別な行事は、社会奉仕への情熱
をさらに高め、互いにインスピレーションを与えあい、ロータリーの奉仕を次なる高み
へと導く機会です。
私たちは、ロータリーの奉仕と価値観が自分たちにもたらす影響を感じています。今
こそ、この感覚を人びとと分かち合う時です。今年度は、私たちがベストを尽くせる世
界、私たちが毎朝目覚めるとき、その世界に変化をもたらせると知っている世界をイマ
ジン（想像）する年度です。昨日のことをイマジン（想像）する人はいません。それは
未来を描くことです。
私たちは、安全な水を使える世界、すべての子どもが読むことのできる世界、やさし
さ、希望、愛、平和を想像します。
会員に奉仕してこそ、地域社会にも奉仕できます。会員にとって心地よい場所とし、
会員への配慮ができれば、ロータリーの力を本当の意味で理解してもらえることでしょ
う。
今地区大会で学んだことをクラブや地区に紹介し、次年度の成功へとつなげる手助け
をしていただけることを願っております。「イマジン ロータリー」のテーマの下、共に
素晴らしいことを達成していきましょう。

心を込めて

四つのテスト・ロータリーの目的・ロータリーの行動規範
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大会前日プログラム
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大会前日プログラム

大会前日プログラム 9月30日(金)

地区大会記念ゴルフコンペ
会場：下北スリーハンドレッドゴルフクラブ

8：50 開会式・集合写真
１組目 ９：03（OUT、IN同時）スタート

会場：むつグランドホテル

司会進行 光 野 恵美子
17：30
受付開始

18：00
ＲＩ会長代理入場

18：02
開会の言葉 むつ中央ＲＣ会長 髙 橋 正 一

18：03
歓迎の言葉 ガバナー 田 中 常 浩
記念品・花束贈呈

18：10
ＲＩ会長代理挨拶 ＲＩ会長代理 飯 村 愼 一

18：15
乾杯 直前ガバナー 成 田 秀 治
アトラクション
田名部まつり むつロータリークラブと横迎町豪川組
むつＲＣ合唱部

中締め パストガバナー 源 新 和 彦
20：00
ＲＩ会長代理退場
諸事お知らせ 地区幹事長 藤 野 芳 孝

ＲＩ会長代理歓迎晩餐会
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ＲＩ会長代理 飯村愼一様 歓迎晩餐会

ＲＩ会長代理入場

アトラクション・中締めRI会長代理歓迎晩餐会

ＲＩ会長代理入場

開会の言葉
むつ中央ロータリークラブ会長 髙 橋 正 一

歓迎の言葉
ガバナー 田 中 常 浩

記念品贈呈
ガバナー 田 中 常 浩

花束贈呈
ガバナー 田 中 常 浩

RI会長代理挨拶
RI会長代理 飯 村 愼 一

乾 杯
直前ガバナー 成 田 秀 治
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アトラクション・中締めRI会長代理歓迎晩餐会

アトラクション・中締め

中締め
パストガバナー 源 新 和 彦



8 地区大会 記録誌 9地区大会 記録誌

大会１日目プログラム



8 地区大会 記録誌 9地区大会 記録誌

会場：下北文化会館
昼食会及び懇親会：むつグランドホテル

10：00～14：30
霊場恐山～釜臥山展望台（雨天時変更有）

会場：下北文化会館
9：00～9：20
登録委員会 マルチルーム２ 委員長 成 田 秀 治

(西第２Ｇ ＡＧ 南Ｇ ＡＧ)

信任委員会 マルチルーム３ 委員長 源 新 和 彦
(東第２Ｇ ＡＧ 中Ｇ ＡＧ)

決議委員会 マルチルーム４ 委員長 沼 田 廣
(東第１Ｇ ＡＧ 西第１Ｇ ＡＧ)

9：20～9：50
諮問委員会 集会室

9：50～10：20
会長幹事会 大集会室

会場：下北文化会館
10：00
受付・登録

10：30
開会 司会進行 峯 雅 夫
開会点鐘 ガバナー 田 中 常 浩

10：32
国歌斉唱
ロータリーソング「奉仕の理想」

10：35
開会の言葉 実行委員長 波 岡 悦 郎

10：38
ガバナー挨拶・ＲＩ会長代理紹介 ガバナー 田 中 常 浩
地区外参加者並びに来賓紹介 ガバナー 田 中 常 浩

10：48
地区内参加クラブ紹介 各グループガバナー補佐

10：55
物故会員紹介・黙祷

11：00
歓迎の言葉 ホストクラブ会長 柳 谷 敬

11：03
歓迎の挨拶 むつ市長 宮 下 宗一郎

大会１日目プログラム 10月1日(土)

エクスカーション

大会１日目プログラム

各 種 委 員 会

第 １ 本 会 議
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11：08
来賓祝辞 青森県知事 三 村 申 吾

11：12
来賓祝辞 大湊地方総監 泉 博 之

11：17
記念事業紹介・目録贈呈 ガバナー 田 中 常 浩

11：20
ＲＩ会長代理ご挨拶 RI会長代理 飯 村 愼 一

11：30
タイ事業報告 第3330地区

11：40
各種委員会報告
登録委員会 直前ガバナー 成 田 秀 治
信任委員会 パストガバナー 源 新 和 彦
決議委員会 研修リーダー 沼 田 廣
諸事お知らせ

11：50～12：30
昼食会場へ移動

会場：むつグランドホテル

12：30～13：15
特別昼食会（孔雀の間) 司会 ホストクラブ 熊 谷 圭之輔
ＲＩ会長代理ご挨拶 RI会長代理 飯 村 愼 一
会食

12：30～13：15
参加者昼食会（鳳凰の間）

13：15～14：00
本会議場へ移動

会場：下北文化会館

14：00
基調講演（ＲＩ現況報告) ＲＩ会長代理 飯 村 愼 一

14：45
地区表彰 直前ガバナー 成 田 秀 治

大会１日目プログラム大会１日目プログラム

昼 食 会

第 ２ 本 会 議
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会場：むつグランドホテル

司会進行 光 野 恵美子
18：00
ＲＩ会長代理ご入場
歓迎の演奏 海上自衛隊大湊音楽隊
開宴の言葉 実行委員長 波岡 悦郎
歓迎の言葉 ガバナー 田 中 常 浩
祝辞 RI会長代理 飯 村 愼 一
乾杯 研修リーダー 沼 田 廣
アトラクション
北天玄武
マグロ解体ショー
記念ゴルフコンペ表彰式

20：15
中締め ガバナーエレクト 築 舘 智 大
RI会長代理ご退場

15：15
地区活動報告
会員増強委員会 委員長 今 春 淑
公共イメージ向上委員会 委員長 上 野 実 穂
社会奉仕・職業奉仕委員会 委員長 三 上 貴 生
国際奉仕委員会 委員長 白 山 春 男
ロータリー財団委員会 委員長 佐 藤 健 一
青少年交換委員会 委員長 岡 山 信 広
インターアクト委員会 委員長 松 山 隆 志
ローターアクト委員会 委員長 柴 田 文 彦
ＲＹＬＡ委員会 委員長 三 浦 基
米山記念奨学委員会 委員長 三 浦 順 子
ＲＬＩ委員会 委員長 米 谷 恵 司

16：00
閉会点鐘 ガバナー 田 中 常 浩

16：02
諸事お知らせ
休憩

16：30
記念講演 むつ市長 宮 下 宗一郎 様

17：30
むつグランドホテルへ移動

大会１日目プログラム大会１日目プログラム

大 懇 親 会
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日本三大霊場 恐山巡礼と
下北半島一望 釜臥山展望台

9：00～14：30 むつグランドホテルより乗車

10：00 むつグランドホテル出発
冷水峠 ①～三途の川 ② 経由

10：40 恐山到着
11：00 御祈祷（約30分）③ 又は恐山巡礼 ④
12：00 宿坊で昼食（精進料理）⑤
13：15 恐山出発
13：30 釜臥山展望台 ⑥（中止）
14：30 むつグランドホテル到着
15：10 むつグランドホテル出発
16：30 宮下宗一郎氏記念講演

三途の川

境内巡礼

エクスカーション（日本三大霊場「恐山」巡礼)

各種委員会・諮問委員会・会長幹事会エクスカーション
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各種委員会・諮問委員会・会長幹事会

直前ガバナー 成 田 秀 治

西第２グループガバナー補佐 中 村 公 成

南グループガバナー補佐 久 保 隆 明

登録委員会 マルチルーム２

パストガバナー 源 新 和 彦

東第２グループガバナー補佐 相 田 喜一郎

中グループガバナー補佐 新 岡 壮太郎

信任状委員会 マルチルーム３

パストガバナー 沼 田 廣

東第１グループガバナー補佐 佐々木 眞 一

西第１グループガバナー補佐 小 関 優

決議委員会 マルチルーム４

諮問委員会 集 会 室

各種委員会・諮問委員会・会長幹事会エクスカーション
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【議 案】
① 成田年度の財務報告
② 登録委員会の報告
③ 信任状委員会の報告
④ 大会決議案の評決
⑤ 2025-26年度地区ガバナーの指名について
⑥ その他報告事項

出 席 者

ガバナー 田 中 常 浩 パストガバナー 佐々木 千佳子
パストガバナー 黒 田 正 宏(Ｚ) パストガバナー 今 井 高 志
パストガバナー 島 村 吉三久 パストガバナー 沼 田 廣
パストガバナー 笹 森 剛 パストガバナー 源 新 和 彦
パストガバナー 村 井 達 直前ガバナー 成 田 秀 治
パストガバナー 小山内 康 晴 ガバナーエレクト 築 舘 智 大
パストガバナー 工 藤 武 重 ガバナーノミニー 花 田 勝 彦
パストガバナー 鈴 木 唯 司 直前地区幹事長 澁 谷 省 吾
パストガバナー 長 嶺 康 廣 地区幹事長 藤 野 芳 孝

議長 ガバナー 田 中 常 浩

会長幹事会 大 集 会 室

各種委員会・諮問委員会・会長幹事会 第１本会議・第２本会議
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各種委員会・諮問委員会・会長幹事会

第１本会議・第２本会議

開 会
司会進行 峯 雅 夫

開会点鐘
ガバナー 田 中 常 浩

ロータリーソング「奉仕の理想」

第１本会議・第２本会議
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こんにちは。
ようこそ、むつ市へお越しくださいました。
昨年、一昨年と、コロナで充分な大会ができませんでしたが、今年も準備を始める段
階ではコロナが大丈夫かなという思いでありました。ここ１～２ヶ月前は、急激にコロ
ナ患者が増えてどうなるかという思いでございましたが、最近では相当静まってまいり
ました。来年以降はまた盛大な地区大会が開かれるものと思います。
先週、先々週と台風が日本を襲って津軽の方でも被害が出ましたけど、週末になれば
台風が来るという状況でしたが、きょうは天気にも恵まれて、本当にロータリー日和と
いいましょうか、地区大会日和と言えるのでないかと思っております。
この大会で、皆さんには大いに学びながら、沢山の親睦、そして地区大会自体を是非
楽しんで帰っていただきたいと思います。
それでは、只今より、2022-23年度国際ロータリー2830地区大会を開会いたします。

開会の言葉
国際ロータリー第2830地区
2022-23年度地区大会実行委員長

波 岡 悦 郎

開会の言葉 ガバナー挨拶、RI会長代理・来賓・地区外及び地区内招待者紹介
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改めまして、皆さんお早うございます。
本日は、第2830地区 地区大会に、ＲＩ会長代理 飯村愼一様、パートナー 聡子様、む
つ市長 宮下宗一郎様、海上自衛隊大湊地方総監 泉博之様、同期のガバナーはじめ、地区
内外から沢山のロータリアンに集まっていただき地区大会ができること、本当に心より
感謝申し上げます。
むつ市での開催は13年振りとなります。
今年度のジェニファー・ジョーンズＲＩ会長は、ＲＩテーマを「イマジン ロータリー」
と掲げました。「想像してください、私たちがベストを尽くせる世界を。私たちは毎朝
目覚めるとき、その世界に変化をもたらせると知っています。」また、「果たしがいのあ
る責任を会員が担えるようにすることが大事であると。」「昨日のことをイマジンする人
はいません。それは未来を描くことです。」と話されました。
その中で、私は地区テーマを「ロータリアンの想いを繋ぐ」とし、九つの目標を掲げ
ました。中核的価値観である職業・社会奉仕を中心に、親睦・高潔性・多様性・リーダー
シップを大切にしながら、ロータリーのイメージ向上のためには、変わらなければなら
ないところは受け入れ、変わらない本質を学びながら行動し、地域に各クラブにインパ
クトを与えられる活動を会員皆で一緒にやりましようとしました。
公式訪問を通じて感じたことは、会員数に拘わらず一つひとつのクラブが主体性を
もって活動していることです。各クラブの独自の活動をしておりすばらしいことだと感
じました。このまま各クラブの会員数が増えることを願っております。
また、全国では大規模な災害が発生している中、当2830地区も津軽地方で甚大な災害
がありました。皆様にはご協力を賜り大変ありがとうございました。34地区のガバナー
の方々にもお願いし、この地区で賄いない分を多くの地区よりご協力をいただきました。
本当にこの場を借りて感謝申し上げます。ありがとうございました。
結びにあたり、本日ご出席くださいました全ての方々に感謝を申し上げ、主催者を代
表してお礼の挨拶といたします。
本日は、誠にありがとうございました。

この後、ＲＩ会長代理・来賓・地区外及び地区内招待者を紹介する。

開会の言葉 ガバナー挨拶、RI会長代理・来賓・地区外及び地区内招待者紹介

ガバナー挨拶、ＲＩ会長代理・来賓・
地区外及び地区内招待者紹介
国際ロータリー第2830地区
2022-23年度ガバナー

田 中 常 浩
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地区外参加者並びに来賓紹介

地区外参加者並びに来賓紹介 地区内参加クラブ紹介
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地区内参加クラブ紹介

地区外参加者並びに来賓紹介 地区内参加クラブ紹介
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（敬称略）

2021年７月１日以降、お亡くなりになられました地区内ロータリアンの
方々です。
謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

おいらせRC
澤 上 勝
2021年11月５日ご逝去

物故会員紹介・黙祷

物故会員紹介・黙祷 歓迎の言葉

八戸東RC
油 川 高 慶
2021年12月６日ご逝去

青森RC
中 島 龍 夫
2021年12月11日ご逝去

八戸RC
金 入 忠 清
2021年12月30日ご逝去

五所川原RC
山 内 正 孝
2021年11月６日ご逝去
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国際ロータリー第2830地区地区大会にあたり、ホストクラブ、コ・ホストクラブを代
表して、歓迎のご挨拶を申し上げます。
ロータリアンの皆様、むつ下北へようこそお出でくださいました。
この地区の文化を学び、食を堪能していただきたいと思います。「むつ下北のうまい
は日本一」と題し、むつ市長をはじめとして一生懸命アピールしてまいりました。この
地区大会において存分に味わっていただきたいと思います。ホストクラブ、コ・ホスト
クラブ一丸となりロータリアンの皆様をおもてなししてまいりますが、至らぬ点、不行
き届きの点、多々あろうかと思いますが、ロータリーの友情の精神に免じてお許し願え
れば幸いに存じます。
本日から二日間に亘り長丁場となりますが、この地区大会が皆様にとって有意義なも
のとなることを祈念し、歓迎の言葉とさせていただきます。
本日は、誠にありがとうございます。

物故会員紹介・黙祷 歓迎の言葉

歓迎の言葉
国際ロータリー第2830地区
ホストクラブ会長

柳 谷 敬
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皆様、こんにちは。
本日は、ようこそむつ市にお越しいただきました。
おそらく、この時間に皆様お集りいただいたということは、余程早く出て来たのでな
いかということと、きのうから宿泊していただいている方々も多くいらっしゃるのでな
いかと思います。まず、そのことに心から感謝申し上げます。
そして、このすばらしい大会を企画し運営いただいております田中常浩ガバナーをは
じめ、むつのロータリークラブの皆様にも心から敬意と感謝を申し上げます。
まず一つ、私は皆様に感謝を申し上げなければならないことがあります。それは、私
ども昨年８月に非常に大きな災害に見舞われましたが、その際、直ぐにご寄付を皆様か
ら集めていただき、また、全国からも募っていただきまして、多額のご厚志をいただき
ました。今の段階できれいさっぱり使わせていただき、復興も大きく加速したというこ
とで、ご報告を兼ねて感謝申し上げます。
先ほどの田中ガバナーのお話しを聞いていて、今年度の国際的なテーマが「イマジン
ロータリー」と言いましたが、ロータリーをイメージしてください、想像してください
ということですか、そういう言葉だと受け止めました。
そこで、ふと思い出したことがございます。先日、安部元総理大臣の国葬儀にご縁が
あって参加させていただきました。その際、色々な言葉や、色々な人たちの色々な弔詞、
あるいは心が二分したとか、色々と言われておりますが、自分自身が一番印象に残った
言葉にこういうものがありました。「世界の真ん中で咲き誇る日本と日本人、これが安
部元総理大臣がずうっと言い続けた言葉だと、あるいは、その政治哲学であった。」とい
う形で紹介されておりました。
このことを振り返ってみると、これは何にも当てはまる、例えば、むつ市とかむつ市
民というようにも置き換えることができ、世界の真ん中で咲き誇るむつ市やむつ市民に
なりたい、そのような言葉だと思いましたので、たった１回それを聞いただけで覚えて
しまいました。そして、自分の政治家としての魂(たましい)というか、そういうものに
ポーと灯がともるという想いがした国葬儀でありました。
それを振り返っていて、先ほどの「イマジン ロータリー」という言葉を聞いたときに、
正に、普段のロータリアンの皆様やロータリー活動というのが、世界の真ん中で咲き誇
る日本や日本人を造る、そういう活動をしているのでないかと、改めて感じているとこ
ろでありますし、また、きょうからのむつ市の三日間が、世界やその日本の真ん中でロー
タリアンやロータリーが輝く新しいレガシーができる三日間になりますことを心からお
祈り申し上げる次第であります。
本大会が、成功裡に結ばれることを心から祈念し、歓迎のご挨拶といたします。
本日は、誠におめでとうございます。ありがとうございました。

歓迎の挨拶

むつ市長 宮 下 宗一郎

歓迎の挨拶 来賓祝辞
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国際ロータリー第2830地区大会が、県内各クラブの会員の皆様の御参加のもと開催さ
れますことを心からお祝い申し上げます。
開催にあたりご尽力くださいました田中地区ガバナー、波岡実行委員長をはじめ、会
員の皆様におかれましては、日ごろから世界の人々の幸福と平和を目指し、青少年の健
全育成や環境保全など、地域のニーズに応じた様々な社会奉仕活動に加え、海外への医
療機器支援やポリオ撲滅に向けた国際貢献など、様々な支援活動を展開されているとこ
ろであり、その献身的な取組みに深く敬意を表し感謝申し上げます。
「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」に基づき、人口減少や高齢化が進む中
にあっても、若者や女性の県内定着・還流を促し、学ぶ場所・働く場所・生きる場所と
して「選ばれる青森県」を目指すとともに、県民の誰もが安心して働き、暮らしていけ
る、持続可能な地域づくりを着実に進めているところです。
こうした取組みを進めていく上では、県民一人ひとりはじめ、企業、団体、市町村な
どあらゆる主体と認識を共有し、相互に連携・協力していくことが重要であり、郷土や
地域に愛着を持ち、地域を支えるためのボランテｨア精神にあふれた皆様が、「ロータリ
アンの想いを繋ぐ」を地域スローガンに掲げ、精力的に活動されていることは大変にあ
りがたく、また心強く思っております。
今後とも、将来に亘って持続可能な青森県づくりに積極果敢に取り組んでいきますの
で、皆様には、より一層のお力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。
結びに、国際ロータリー第2830地区のますますの御発展とともに、ご参会の皆様の御
健康と御活躍をお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたします。

来賓祝辞(ビデオメッセージ)

青森県知事 三 村 申 吾

歓迎の挨拶 来賓祝辞
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おはようございます。
むつ市に所在しております海上自衛隊大湊地方隊を代表し、お祝いの言葉を申し上げ
ます。
本日は、国際ロータリー第2830地区 地区大会にお招きいただきまして誠にありがと
うございます。
まずは、本大会が盛大に実施されますこと、誠に喜ばしくお祝申し上げます。また、
ご参会の皆様方におかれましては、平素からロータリアンとして高い倫理感をもって社
会奉仕活動等に積極的に取り組まれておられますことに、敬意を表します。私自身も、
かつてインターアクトクラブ、ローターアクトクラブに所属しておりました経験があり
まして、その活動の一端に触れることができたのは、今もって貴重な経験になっている
ところであります。
さて、我が国周辺の軍事活動活発化や、ウクライナ情勢が象徴するように、我が国を
取り巻く安全保障環境は大きく変化をしております。これらの情勢を踏まえて、我々海
上自衛隊は、我が国の防衛という任務を充分に認識し、より緊張感をもって日々の職務
に取り組んでおります。また、今年４月に生起した知床沖の観光船事故や自然災害をは
じめとする大規模な災害への対応、防衛交流や国際貢献といった多様化する任務に対応
するべく、隊員一人ひとりの責務はその重さを増しております。こういった自らの務め
にあたり、その高い使命感をもって国家・国民に奉仕するという点では、ロータリーク
ラブの理念に共通するものがあるのでないかと感じております。
この度の第2830地区のスローガンは、「ロータリアンの想いを繋ぐ」と伺っております。
海上自衛隊は、この繋ぐという意味におきましては、「伝統の継承」を方針として掲げて
おります。我々のいう伝統の継承とは、単に同じことを続けるという意味ではありませ
ん。任務を果たすためには何をすべきか、これを追い求めた先輩方の想いを繋ぐという
ことであり、隊員一人ひとりがその役割を果たすからこそ活動が進化していくものと考
えております。海上自衛隊とロータリークラブで立場は異なりますが、先人たちが積み
重ねたものを大切にしたロータリークラブの献身的な活動が人材を育み、それぞれの地
域の発展に繋がることを期待せずにはいられません。
最後になりますが、平素の会員の皆様の地域社会への奉仕、そして社会貢献に改めて
敬意を表しますとともに、国際ロータリー第2830地区の益々のご発展と、会員の皆様の
より一層のご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。
本日は、誠におめでとうございます。

来賓祝辞
海上自衛隊大湊地方隊
総 監

泉 博 之

来賓祝辞 記念事業紹介・目録贈呈
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記念事業紹介・目録贈呈

「こんにちは赤ちゃん号」購入資金

来賓祝辞 記念事業紹介・目録贈呈

「下北Project2022」事業協力金

むつ市へ次の２事業資金として100万円贈呈
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皆様、おはようございます。
本日は、宮下むつ市長様、泉大湊地方総監様をお招きいたしまして、このように盛大
に第2830地区の地区大会が開催されますこと、誠におめでとうございます。心からお喜
び申し上げます。
さて、今回は、ジェニファー・ジョーンズ国際ロータリー会長から会長代理として仰
せつかり、伝統と歴史のあるこの地区の会長代理として出席すること、大変光栄に思っ
ております。ありがとうございました。
ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長が、ＲＩテーマとして「イマジン ロータリー」と
掲げました。先ほどの田中ガバナーの説明にあるとおり、意味深いものがありますし、
また、皆様には、それぞれ色々な受け止め方がありまして、それをそのまま実行してい
ただければと思います。宮下市長様がインスピレーションで国葬儀のお話しを交えて伝
えていただきました。本当にありがとうございました。
ＲＩ会長は、田中ガバナーが言われた以外に、「私には、私たちには、皆 夢がありま
す。しかしながら、それを実行する、決断するのは私たちにあります。ロータリー財団
のように、ポリオ根絶、あるいは世界平和という大きな夢をいだいていたならば、それ
を実現させる責任、それは我々にあるんだ。我々が目標を立てたらそれをいかに実現さ
せるか、行動することが重要です。」ということをおっしゃっております。
そのテーマを受けて、田中ガバナーは、先ほど言われたように、「ロータリアンの想い
を繋ぐ」ということでスタートいたしました。当地区では、パストガバナー、あるいは
シニアリーダーの素晴らしい方々が、色々奉仕活動の功績を上げられて今日に至りまし
た。先ほど紹介いただきました第3330地区とのクローバル補助金での医療機器の提供
や、水対策に取り組む奉仕活動、あるいは関場先生に代表されるような海外でのポリオ
接種活動、これは2017年のアトランタ大会で、ビル・ゲーツさんが開口一番の挨拶で、関
場先生という日本人の方が毎年インドでポリオ接種されており、大変敬服しており敬意
を表しますという言葉をいただきました。そのような素晴らしいこの地区の努力の功績
の想いを更に繋ぐために、田中ガバナーに想いを寄せられました。それを受けまして、
先ほどありましたように、九つの地区目標を掲げました。田中ガバナーは、先ほど公式
訪問の話しもありましたが、７・８・９の３ヶ月で自クラブの公式訪問以外全部終わら
せたという、正に行動人の方であります。
企業で言いますと、第１四半期が終わってこれから第２、第３、第４と四半期を進め

ＲＩ会長代理ご挨拶
ＲＩ会長代理
国際ロータリー第2550地区パストガバナー

飯 村 愼 一

RI会長代理ご挨拶 RI会長代理ご挨拶
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る段階ではありますが、これは重要なことであり、これからが本番でございます。各委
員長の皆様方が委員会方針を出されて、田中ガバナーと共に歩んで行かれることと思い
ます。この９カ月頑張っていただいて、６月末には地区の目標を達成していただき、更
にこの地区の発展のためにその想いを築館ガバナーエレクトに繋ぎ、更にその次の花田
ノミニーに繋ぐと、そういうすばらしいこれからの近い皆様の行いは見守られているわ
けでございます。
ロータリーの目的は何でしょうか。奉仕の理念に結ばれた職業人が世界的なネット
ワークを通して、国際理解と親善、そして平和を目指すとあります。
私たちの究極の目的は世界平和であります。残念ながら２月末にはウクライナ紛争が始
まりました。ロータリー財団は即立ち上がり、ウクライナのために救済基金を設けまし
た。そして世界の皆さんにアピールしたところ、120万のロータリアンからこの僅か２ヶ
月で20億円集まりました。日本からもその中の４億5,000万円という金額をご寄付いた
だいております。この地区での個人、クラブ、地区での色々なお金をご寄付いただいた
こと、誠にありがとうございます。そのように我々は、世界は一つであるというロータ
リーのビジョン、Session Together まず一緒になりましょう、Take Action 行動を起こ
しましょう、人々が手を繋いで世界の平和のために頑張りましょうと、それが正に今回
の表れたのでないかと思いますし、皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
ウクライナの問題は、先ほど、泉地方総監様の自衛隊のほんとの想いを繋いで我が国
を守っていくという素晴らしい使命をお話しされ感動いたしました。私たちも、ロータ
リアンとしてできる世界平和をどのようにしていくか、皆様と考えていきたいと思いま
す。
最後になりますが、この二日間、皆様とともにロータリーを学び、交流し、そして親
睦を図りながら、ロータリー奉仕への情熱とご理解を深めていただきますよう心よりご
祈念申し上げ、私のご挨拶に代えさせていただきます。
ありがとうございました。

RI会長代理ご挨拶 RI会長代理ご挨拶
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私は、ウィチャイ・マニワチャラキアットと申します。タイのリージョン3330地区の
元ガバナーです。
本日、妻と私は、地区大会に出席する機会を得たことを大変嬉しく思います。
通常は、私は2023年から2024年に、ガバナーとその奥様と一緒に来ます。新型コロナ
ウイルスの感染拡大により、日本への入国が困難になっています。これにより、地区ガ
バナーエレクトとその妻が旅行することが困難になりました。しかし、私にとっては、
ここが第２の故郷であるため、毎年あなたの地区に来なければなりません。兄弟である
ウド氏に会いたいですし、ここには沢山の友人がいます。残念ながらCOVIDの数年間
は来られませんでした。毎年ここに来させていただき、温かく迎えてくださってありが
とうございます。
あなたの地区と私たちの地区は、2010年以来良好な関係と友好関係を築いており、人
類のための多くのプロジェクトに協力して来ました。2010年から2020年にかけて実施さ
れたプロジェクトは次のとおりです。
リテラシー３プロジェクト、病気の予防と治療6プロジェクト、水・衛生プロジェクト、
特に水プロジェクトでは、既に54台の水フィルターシステムを実施しました。
2020-2021年は、covid-19のためプロジェクトを実施していません。
昨年、2021年から2022年にかけて、私たちは二つのプロジェクトを一緒に実施いたし
ました。
１．医療機器プロジェクト
covid-19の影響を受けた患者に５台の人工呼吸器と２台のECGモニターをサムット
プラカーン病院に提供しました。合計75,469ドルです。
２．ウォータープロジェクト
ナコン シー タマラントの４つの学校に、トイレの改善や衛生教育の提供など、清
潔な飲料水システムを提供します。プロジェクトの価値＠＄40,000の詳細を以下に示
します。
（１）Ban Tuadthong School、1,620人の生徒と教師が在籍
・軟水器の浄化システムを改善して、生徒数に充分な生産能力を持たせる。
・幼稚園向け逆浸透水ろ過システムを設置
・幼稚園児用トイレ４カ所改修

（２）2,500人の生徒と教師を擁するコーナン シー マタラート テクニカル カレッジ

タイ事業報告
国際ロータリー第3330地区
パストガバナー

ウィチャイ・マニワチャラキアット

タイ事業報告 タイ事業報告
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・配水ポンプ付大型逆浸透浄水器を設置
・大学内の各所に飲料水管を設置し、飲料水ポイントを増やす。

（３）985人の生徒と教師がいるナボン スクール
・配水ポイント付大型逆浸透浄水器を設置
・破損した学校用トイレの改修

（４）700人の生徒と教師がいるワット ター フォー スクール
・軟水器の浄化システムを改善して、生徒数に十分な容量を確保します。
４つの学校全てで、健康と環境に関する知識が教育されました。
両方のプロジェクトを成功に導いてくれたDistrict2830の協力に感謝します。

タイ事業報告 タイ事業報告
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委 員 会 報 告
登録委員会

登録委員会委員長
直前ガバナー 成 田 秀 治

登録委員会は、本日10月１日９時より行われました。
西第２クループガバナー補佐、黒石ロータリークラブの中村公成さん、南グループガバナー補佐、
八戸北ロータリークラブの久保隆明さん、私の３人で、本大会の登録状況を確認いたしました。そ
の結果を報告いたします。
国外会員及びご家族２名、国内地区外会員及びご家族18名、ゲストは来賓を含めて５名、地区内
の登録者は会員358名、家族11名の合計369名、その他関係者３名、総合計397名でした。これは、会
場での参加のみでございます。その外、ズームでも多数参加してくれていると聞いておりますので、
併せてご報告いたします。
本日は、地区内外から集まってくださいました皆様の友情に心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。

信任状委員会

信任状委員会委員長
パストガバナー 源 新 和 彦

この委員会は、本大会で特別の議決を要する事柄があった場合と、皆様のクラブから提出されま
した選挙人の資格を審査する委員会であります。
７月１日現在、地区内には40のクラブがあり、その会員数は1,103名となります。したがって、選
挙人は50名ということになります。
本委員会は、東第２クループガバナー補佐、三沢ロータリークラブの相田喜一郎さん、中グルー
プガバナー補佐、青森モーニングロータリークラブの新岡壮太郎さん、私の３人で、本日10月１日
９時から、各クラブから提出された信任状証明書を慎重に審議した結果、総員適格者と認めたこと
をここにご報告申し上げます。
ありがとうございます。

委員会報告 委員会報告
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決議委員会

決議委員会委員長
パストガバナー・研修リーダー 沼 田 廣

決議委員会は、本日10月１日９時から行われました。
委員は、東第１グループガバナー補佐、むつ中央ロータリークラブ佐々木眞一さん、西第１グルー
プガバナー補佐、鶴田ロータリークラブ小関優さんと私でございます。
なお、決議文についてはお手元の資料を参考にしてください。
只今より、決議文を読み上げます。

2022－23年度国際ロータリー第2380地区

大会決議文
決議第１号 国際ロータリー会長ジェニファー・ジョーンズ氏提唱の本年度のテーマに協力する件
ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長は、本年度の国際ロータリーのテーマとして、IMAGIN
ROTARY（イマジン ロータリー）を掲げられました。私たちはその意図するところを理解し、示
された目標に積極的に従い、テーマへの敬意を表すするとともに、例会時に会員一同テーマを確認
することを決議いたします。

決議第２号 国際ロータリー第2830地区田中常浩ガバナー提唱の本年度地区スローガン推進の件
2022-23年度田中ガバナーは、本年度地区スローガンとして「ロータリアンの想いを繋ぐ」を掲げ
ました。
私たちは、ロータリーの基本を重視しながら、これを推進することを決議いたします。

決議第３号 国際ロータリー会長代理派遣に対する感謝の件
本地区大会開催にあたり、ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長は、ご自身の代理として、ＲＩ第
2500地区パストガバナー飯村愼一氏（宇都宮90ロータリークラブ）を派遣してくださいました。そ
のご好意と配慮に対し、深甚なる感謝の意を表することを決議いたします。

決議第４号 国際ロータリー会長代理飯村愼一氏に対する感謝の件
国際ロータリー会長代理飯村愼一氏は、ＲＩ会長のメッセージを伝達されるとともに、国際ロー
タリーの現状について詳細にご報告され、また講演では参加者一同に深い感銘を与えるでしょう。
飯村愼一氏の温かなご指導に対して、記念品を贈るとともに、心から敬意と感謝の意を表すること
を決議いたします。

委員会報告 委員会報告
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決議第５号 国際ロータリー第2830地区直前ガバナー成田秀治氏ご夫妻対する感謝の件
2021-22年度ガバナー成田秀治氏は、シェカール・メータＲＩ直前会長の掲げたSERVE TO
CHANGE LIVES「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」のテーマのもと、１年間卓越し
た指導力を発揮されました。本大会は、成田秀治直前ガバナーご夫妻に対し、その功績を讃え深甚
なる感謝の意を表することを決議いたします。

決議第６号 2021-22年度国際ロータリー第2830地区の財務監査報告書採決の件
2021-22年度当地区財務に関する年次監査報告が各クラブに対して行われました。よって本大会
ではこれを承認し、国際ロータリー細則第15条 15.060.04に基づき、この監査報告を正式に採択す
ることを決議いたします。

決議第７号 国際大会への参加推進の件
2022-23年度国際大会は、2023年５月27日から31日の５日間、メルボルーン(オーストラリア)で開
催されます。ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長は、多くのロータリアンと家族の参加を希望され
ております。その熱意に応えて、世界各国との友好親善と当地区の親睦を図るため、数多くのロー
タリアンと家族の参加推進に努めることを決議いたします。

決議第８号 地区大会開催地のむつ市並びにむつ市民に対し感謝の意を表する件
2022-23年度地区大会をむつ市において開催するにあたり、むつ市並びにむつ市民のロータリー
に対する深いご理解と多大なるご支援を賜りましたことに対し、深甚なる感謝の意を表することを
決議いたします。

決議第９号 本大会のホスト、コ・ホストクラブ並びに関係諸団体に対して謝意を表する件
2022-23年度国際ロータリー第2830地区の地区大会は、会場並びにＺＯＯＭにより多数の参加を
得て盛大かつ成功裡に挙行することができました。これは、ひとえにホストクラブのむつロータ
リークラブ、及びコ・ホストクラブのむつ中央、野辺地、六ケ所、東北、七戸ロータリークラブ、
むつ大畑ロータリー衛星クラブ会員並びにご家族の熱意あふれる献身的な奉仕活動とむつ市内諸団
体の深いご理解とご協力の賜物であります。よって、本大会において、これらの関係者全てに対し、
深甚なる感謝の意を表することを決議いたします。

決議第10号 次年度地区大会開催に関する件
2023-24年度国際ロータリー第2830地区の地区大会は、八戸ロータリークラブをホストクラブと
して、2023年10月21日と22日の２日間に亘り、八戸市において開催することを決議いたします。

以上、会長幹事会でご承認いただきましたことと、併せて決議委員会からの報告といたします。

委員会報告 基調講演
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職 業
光陽エンジニアリング株式会社
代表取締役会長

ロータリー歴
1990年～1991年 宇都宮90ロータリークラブ 創立幹事
1999年～2000年 宇都宮90ロータリークラブ 会長
2013年～2014年 国際ロータリー第2550地区 ガバナー
2014年～2020年 公益財団法人 ロータリー米山奨学会 理事
2016年～2017年 ソウル国際大会推進コーディネーター補佐

（第１ゾーン）
2017年 第2600地区大会（長野）ＲＩ会長代理
2019年 アーチ・クランフ・ソサイティ（AKS）会員
2019年 規定審議会 地区代表議員
2019年～2021年 第2550地区 研修リーダー
2019年～2022年 第１地区ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
2020年～2021年 台北国際大会推進コーディネーター補佐（第１地域）
2020年～2022年 地域社会の経済発展のための大口寄付推進計画委員会 委員
2021年～2022年 ヒューストン国際大会推進コーディネーター（1a,２,３ゾーン）
2020年～ 公益財団法人 ロータリー米山奨学会 監事
2020年～ 公益財団法人 ロータリー日本財団 評議員
2022年～ 第１地域ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
2022年 第2700地区大会（福岡）ＲＩ会長代理

ご講演は、国際ロータリー第2830地区及びむつロータリークラブのホームページから
動画でご覧になれます。

委員会報告 基調講演

基 調 講 演

講師 宇都宮90RC

飯 村 愼 一 氏

テーマ

ＲＩ現況報告
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（2020-2021年度） （順不同敬称略）

むつＲＣ
ロータリー奉仕デー地球環境保全プロジェクトに参加し、今まで手が付けられなかった横浜町吹
越海岸の清掃活動を計画・実行し、今年全線開業百周年を迎えたＪＲ大湊線の車窓から見えるむ
つ湾の美化に大きな貢献をした。大湊線でむつ下北を訪ねる人にとって車窓から見るむつ湾は
沿線随一の景色だが、吹越海岸は強風のため漂着ゴミが全国でもトップクラスである。またＪＲ
線路の海側へのアクセスが困難で、清掃活動を阻み手が付けられなかった。ところが野辺地ＲＣ
の会員の協力により海岸へのアクセスルートが確保できた。次の課題は砂浜と小川を超えてゴ
ミを運搬すること。人力では困難かつ普通車両は走行できない。これについては、むつＲＣの自
動車整備工場を経営する社会奉仕委員長が特殊車両（クロ－ラダンプ）を使うことを発案し手配
してくれたことにより解決した。さらに、塩分のついた海岸ゴミ処理について横浜町と協議を重
ね解決した。また、ボランティアの参加についてはコロナ禍で一般ボランティアへの呼びかけが
難しい中、海上自衛隊大湊基地との日頃からの協力関係（「隊員家族安心協定」を締結し隊員が留
守の際の災害時に家族をＲＣが支援）を活かして40名の参加を得てパワフルな清掃活動となっ
た。
このように、様々な課題を乗り越えて手付かずの海岸清掃活動を行ったことは、社会の課題の解
決に挑戦するＲＣとして表彰したい。

ＲＩ表彰
■ロータリー賞

青森ＲＣ
弘前ＲＣ
五所川原イヴニングＲＣ
黒石ＲＣ
五所川原ＲＣ
むつＲＣ
八戸南ＲＣ
六ヶ所ＲＣ

各 種 表 彰

地区表彰
■奉仕活動優秀クラブ及びロータリアン

１．奉仕活動優秀クラブ（ガバナー補佐推薦）

各種表彰 各種表彰
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むつ中央ＲＣ

『コロナ禍において青少年奉仕部門活動が縮小されることが大変多い今だからこそ開催するべ
き』という強い思いで、むつ中央ＲＣは、田名部高等学校インターアクトクラブをホストクラブ
として第55回インターアクト年次大会をＺＯＯＭ形式での開催に助勢した。当日は地元・むつ工
業高等学校インターアクトクラブ・大湊高等学校の生徒達が会場に来てくれた。『ジオから見る。
私たちのふるさと』の発表は郷土愛にあふれ感動的だった。海上自衛隊大湊地方総監部は『下北
ジオ』を航空撮影などでご協力をして頂いた。インターアクトメンバーは初めてのＺＯＯＭ形式
での開催に挑戦し貴重な経験をしただけでなく、ＺＯＯＭ形式での開催のおかげでインターアク
ターは、これまでにない数多くの高校生と繋がりを持てた。
このようにインターアクターに良い経験の機会を提供したむつ中央ＲＣを推薦する。

２．奉仕活動優秀ロータリアン（ガバナー補佐推薦）

工藤 直克（むつＲＣ）

ロータリー奉仕デー地球環境保全プロジェクトの横浜町吹越海岸清掃活動は、普通車両の入れな
い海岸からゴミを搬出することが課題であったところ、自動車整備工場を経営する工藤直克社会
奉仕委員長が、キャタピラ付きのクローラダンプを使うことを発案し手配してくれたことによっ
て可能になった。また、ゴミ処理についても自らゴミ処理車を出し、横浜町とも協議を重ね、円
滑に処理できることとなった。このように工藤直克氏の一連の奉仕活動は自らの職業をクラブ
の社会奉仕活動に活かした優れた活動である。

渡部 司（板柳ＲＣ）

コロナ禍の中、クラブの会長を連続３期引き受け会員増強に力を入れています。ようやく女性会
員の入会にめどがつきました。ガバナーの指示通り、女性会員２人以上を入会させるまで頑張る
と引き受けています。

３．奉仕活動優秀ロータリアン（クラブ推薦）

工藤 孝夫（弘前ＲＣ）

2014-15年度にクラブ幹事、2019-20年度にクラブ会長、そして2021-22年度に当クラブでは初と
なる２度目の幹事に就任し、会長を支えクラブの為にご尽力いただいた。明るく穏やかな方で、
例会の雰囲気を明るく盛り上げ、会員に対する気遣いを忘れず、会員一人一人の立場に立って物
事を考え、率先して行動していただいた。

外崎 正（板柳ＲＣ）

地域における交通事故抑止活動のリーダーとして、27年余の長きにわたり、積極的に交通安全活
動を推進し、交通事故防止及び交通安全思想の普及・高揚への多大な貢献が認められ、令和３年
安全功労者内閣総理大臣表彰を受賞。社会奉仕活動として多大な貢献を続けている。

竹浪 大輔（弘前アップルＲＣ）

ねぷた囃子の後継者育成に尽力している。
後継者不足が懸念される囃子の指導には地元の子供たちのみならず弘前大学でも講座をもち県
内外の学生たちの指導を担当している。講座を受けた弘前大学の学生達と「弘前大学囃子組」を
結成し多くの祝賀行事等でも演奏活動を行い喜ばれている。
２年間コロナ禍で県内各地の祭りが中止を余儀なくされ祭りの後継者不足に拍車がかかってい
る現在伝承活動に期待するものである。

各種表彰 各種表彰
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森本 喜和（青森ＲＣ）

コロナ禍の中、委員長として次のような奉仕活動を率先して行ったことによる。
１.駅前ビーチ海岸清掃（ロータリー奉仕デーの一環として早朝より清掃）、２.ポリオ根絶ＰＲ
活動（ティッシュ等配布、募金活動）、３.リンゴの木に係る一連作業（シール貼り、収穫、磨き、
贈呈）、
４.平和母子像・平和祈念像の清掃活動（Ｓ38年に青森ＲＣが建立した母子像を中心に清掃）※特
に駅前ビーチの清掃が雨天で翌日決行となり、リンゴの収穫とのダブルヘッダーの中、尽力

髙橋 修（青森北東ＲＣ）

国際ロータリー創立100周年を記念して2005年に平和公園内に築造された「ロータリー記念花壇」
は、2017年の全面リニューアルにより、青森市内初の本格的なロックガーデンに生まれ変わりま
した。髙橋修会員は花壇の築造当初から今日まで、足掛け17年間にわたって花壇植栽に率先して
関わり、今では知る人ぞ知る人気のフラワースポットに育て上げました。

鈴木 唯司（青森モーニングＲＣ）
平成30年から4年にわたり「米国メイン州との小学生版画交流作品展」開催事業において、多大な
る寄付及び支援をいただき、事業を成功させることができた。

広瀬 知明（八戸ＲＣ）

今年度ロータリーの友委員長として、全6回の「ロータリーの友」でビブリオバトルを企画・実施
した。
ロータリアンには「ロータリーの友」の購読義務があるが、実際には実現できていないロータリ
アンも多いのではないだろうか。
当クラブでは、以前から「ロータリーの友」の記事を一枚物にまとめ例会時に会員に解説したり、
毎月「ロータリーの友」の読後会を開催し、ロータリー情報について意見交換し、また会員相互
の親睦を深める機会を作ってきた。
今年度は、新型コロナの影響で読後会の開催が難しい中、新たな取り組みとして、各回3人の発表
者がそれぞれ「ロータリーの友」の記事を選び、その記事について自分の言葉でプレゼンテーショ
ンを行い、その記事の面白さを伝えるというビブリオバトルを企画した。
発表5分+質疑応答2分程度とし、最後に全員で「どの記事が読みたくなったか」を基準に多数決
を採り、「チャンプ記事」を決定した。
会員にロータリー情報を提供し、何より「ロータリーの友」に興味を持ってもらう一助となった。
そして、コロナ禍により様々な制限がある中、例会の場で共通の話題を提供することにより会員
相互の親睦を図る機会を創出した。

米内 安芸（八戸南ＲＣ）

2002年の入会以来、職業（広告写真）を活かしクラブの広報、公共イメージ向上に貢献。クラブ
からガバナーを輩出した2016-17年度には、ロータリーの友地区代表委員として地区内の情報発
信に努め、そこで得た知見をクラブに還元。また、会員増強においては、新会員候補者の情報を
積極的に提供し、クラブの活性化に貢献している。

■会員増強優秀クラブ（純増５名以上または増加率10％以上対象）

１位 弘前東ＲＣ（100.0％） ２位 青森中央ＲＣ（16.7％）

各種表彰 各種表彰
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■出席成績優秀クラブ及びロータリアン（クラブ規定の回数による）

▶プラチナ賞（例会月４回、95％以上）
八戸東ＲＣ（100.00％） 三戸ＲＣ（98.82％） 八戸ＲＣ（97.53％）
弘前西ＲＣ（97.51％） 野辺地ＲＣ（97.08％）

▶シルバー賞（例会月４回、90～95％未満）
黒石ＲＣ（91.20％）

▶ブロンズ賞（例会月３回以下、90～95％未満）
十和田八甲ＲＣ（92.25％）

■広報活動優秀クラブ

(週報委員会を活発に開催されている事、週報を見てロータリーの事が周知できる内容であるか）
板柳ＲＣ 三戸ＲＣ 八戸西ＲＣ 青森ＲＣ

■ロータリー財団寄付成績優秀クラブ及びロータリアン

▶クラブ（直近５年間の寄付平均額の増加したクラブ。但し、地区目標を上まわっている）
１位 野辺地ＲＣ ２位 十和田東ＲＣ ３位 南部ＲＣ ４位 弘前アップルＲＣ

▶新ポールハリスフェロー
宮川佐紀男（むつＲＣ） 宮本 達子（青森ＲＣ） 乙供 悟（東北ＲＣ）
渡邊 明彦（青森ＲＣ） 吉本 篤史（六ヶ所ＲＣ） 楠美 知剛（青森ＲＣ）
山崎 憲久（十和田ＲＣ） 櫛引 大樹（青森ＲＣ） 溝口奈美子（十和田東ＲＣ）
田中 正子（青森ＲＣ） 大竹 正貴（十和田東ＲＣ） 山口 聡（青森ＲＣ）
白濵 道義（十和田東ＲＣ） 橋本 昭一（八戸ＲＣ） 石川原竜太（十和田八甲ＲＣ）
小井田和哉（八戸ＲＣ） 小笠原拓司（十和田八甲ＲＣ） 石橋 伸之（八戸東ＲＣ）
齊下 了介（十和田八甲ＲＣ） 松尾 和彦（三戸ＲＣ） 川浪 剛功（五所川原ＲＣ）
矢村英一郎（三戸ＲＣ） 大山 直子（弘前ＲＣ） 小林 弘文（八戸北ＲＣ）
宇野 純子（弘前アップルＲＣ） 村下 萬（八戸中央ＲＣ） 川村 和夫（青森ＲＣ）
中山かおる（八戸中央ＲＣ） 髙瀬 賢三（青森ＲＣ） 田中 久一（八戸西ＲＣ）

▶ベネファクター
澁谷 省吾（五所川原イヴニングＲＣ）

各種表彰 各種表彰
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■米山記念奨学会寄付成績優秀クラブ及びロータリアン

▶クラブ（直近５年間の寄付平均額の増加したクラブ。但し、地区目標を上まわっている）
１位 五所川原イヴニングＲＣ ２位 三戸ＲＣ ３位 弘前アップルＲＣ

▶新米山功労者
円子 徳通（おいらせＲＣ） 大山 直子（弘前ＲＣ） 鈴木 陽大（十和田東ＲＣ）
菱谷 毅（弘前ＲＣ） 白濵 道義（十和田東ＲＣ） 田中 訓（弘前アップルＲＣ）
大竹 正貴（十和田東ＲＣ） 中村 洋一（青森北東ＲＣ） 堰野端展雄（十和田東ＲＣ）
赤坂 貴博（八戸東ＲＣ） 中野渡勝孝（十和田東ＲＣ） 村田 賴信（八戸東ＲＣ）

■国際平和資金寄付成績優秀クラブ

１位 三戸ＲＣ （7,000円） ２位 おいらせＲＣ（5,556円）
３位 むつ中央ＲＣ（3,273円） ４位 十和田ＲＣ （2,703円）

５位 鰺ヶ沢ＲＣ （1,850円）

■長寿ロータリアン

▶満80歳（2022年６月末）
大黒 博（七戸ＲＣ） 昭和16年12月１日 髙村 和雄（十和田東ＲＣ） 昭和17年４月２日
福田 和男（三沢東ＲＣ） 昭和17年２月４日 坂本 英孝（十和田八甲ＲＣ） 昭和16年２月20日

尾崎 行雄（五所川原中央ＲＣ）昭和16年１月５日 小野 順蔵（五所川原中央ＲＣ）昭和16年２月13日
松井修一郎（黒石ＲＣ） 昭和17年２月19日 宮川 卓三（弘前西ＲＣ） 昭和16年７月21日

工藤 英世（青森北東ＲＣ） 昭和17年５月30日 福島 哲男（八戸ＲＣ） 昭和16年７月13日

山崎 紀一（五戸ＲＣ） 昭和16年２月10日

■ガバナー特別表彰

木村 義正（青森ＲＣ）
ガバナー、ガバナーエレクト事務所の統一のため、地区事務所設立に尽力した功績による。

弘前東ＲＣ
新衛星クラブのスポンサークラブとして、弘前東桜華ロータリー衛星クラブの設立を実現させた
功績による。

■米山記念奨学会1000万円達成クラブ表彰

むつロータリークラブ

各種表彰 地区各委員会活動報告
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2022-23年度ＲＩ会長テーマ「IMAGIN ROTA
RY」のもと、職業奉仕、社会奉仕の理念を行動し、
「親睦、高潔性、多様性」ロータリアンがリーダー
シップを強化する機会を作り、行動してまいりた
いと思います。
また、田中ガバナーは地区スローガンを「ロー
タリアンの想いを繋ぐ」と掲げ、地区目標９項目
を掲げております。その中で、退会防止と会員増
強(会員基盤の15％を女性会員、後継者・配偶者会
員の推進)、新クラブ結成（衛星クラブ１、ローター
アクトクラブ１）の目標を達成できるように頑張
りたいと思っております。
そして、2025年度、花田ガバナーノミニーまで
に、何としても1,200人の会員を目標に頑張りた
いと思います。
何としても、新クラブ結成と会員増強(退会防
止)が必要だと思っております。会員増強のため
に、ガバナー公式訪問のときに、クラブ会長から
も、再びミラクル1,200の実現を一人ひとりに声
掛け活動の継続を呼び掛けてほしいと思います。
また、６グループのガバナー補佐の指導のもと、
熱く会員増強活動への賛同を得ていただきたいと
思います。
委員会としては、１年間のプログラムを立てま
したが、新型コロナウイルスのために計画倒れに
なっているのが残念でございます。
今年度のセミナー・会議予定は、５月 女性会員
の集い、６月 クラブ拡大・会員増強委員会、７月
地区会員増強セミナー、11月 地区会員増強セミ

ナーと活動して参りたいと思っております。
昨年は、非常にコロナが多い中、八戸北ロータ

リークラブ、三沢ロータリークラブ、八戸南ロー
タリークラブから委員会の方に会員増強の卓話を
お願いされ、私が委員長として、地区目標につい
てと、十和田八甲ロータリーの会員増強の紹介や、
東京恵比寿ロータリークラブの石井義興さんのテ
キストをもとに会員増強はどのように実現するか
をお話しさせていただきました。また、クラブ拡
大・会員増強委員会のアドバイザーでもあります
パストガバナーの佐々木さんからもお世話にな
り、女性会員の集いをサンロイヤル十和田にて、
米山親善大使ウォーターズ・カレン・ジュリアン
さんをお招きして講話をいただきました。これは
今後とも続けてゆきたいと思いますので、佐々木
パストガバナーにはよろしくお願いいたします。
最後に、コロナの中、楽しい例会様式が必要か

もしれません。奉仕と親睦、例会出席を大切に活
動していただき、当委員会は、各クラブの会員増
強活動の現状を踏まえ、ご意見をお聞かせしてい
ただき、公共イメージを向上させ、会員基盤を広
げていきたいと思います。
今後とも、会員皆様からのご協力のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

クラブ拡大・増強委員会

委員長
今 春 淑

（十和田八甲ＲＣ）

公共イメージ向上委員会

委員長
上 野 実 穂

（八戸中央ＲＣ）

今年度はまだ３ヶ月経過したばかりですが、二
つの活動報告をさせていただきます。
今年度も４月から９月まで青森県内民放３局に

ＴＶＣＭを放映しました。40クラブの奉仕活動の

地区各委員会活動報告
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様子や、インドで実施したポリオワクチン投与活
動など、ロータリーがどんな団体でどんな活動を
しているか、広くＰＲできたとともに、公共イメー
ジ向上に役立ちました。個人での投稿、クラブま
た地区のフェースブックのシァー等多くの利用者
に見ていただけました。
二つ目の活動として、９月17日にオンラインセ
ミナーを開催いたしました。前半は、７月に行わ
れた第１地域、第２地域、第３地域合同のセミナー
のビデオを皆さんに視聴していただきました。３
名のＲＰＩＣから、公共イメージの重要性、ロー
タリーブランドとロゴの重要性、ストーリーテー
リング等についてお話しをいただき、大変参考に
なりました。後半は、当地区の現状の外、マイロー
タリー登録の確認、その外、築館ガバナーエレク
トより次年度のユルキャラについてのお話しをい
ただきました。
最後になりますが、公共イメージの向上は、一
朝一夕には叶えません。継続が必要です。ロータ
リアン一人ひとり、各クラブのご理解とご協力、
そして行動をよろしくお願いいたします。

実施いたしますので、引き続き皆様のご協力をお
願いいたします。

当委員会は、本年度、じょっばり経済学講座を
青森大学と連携し執り行いました。
今年４月より、毎週水曜日に青森大学記念ホー
ルにて、13人のロータリアンが講義を行いました。
この講義は、東京校舎、むつ校舎にも同時に配信
され、青森ケーブルテレビでの録画が放送もされ
ました。３ヶ月間に亘りロータリアンの皆様には
ご協力いただきありがとうございました。
じょっばり経済学は、来年も青森大学と連携し

社会奉仕・職業奉仕委員会

委員長代理
渡 邉 英 司

（むつＲＣ）

地区協議会のときに皆様にお願いいたしました
ポスターができてきまして、今朝の会長幹事会の
ときに各クラブの会長に渡したと思います。これ
を会員の建物等の一番目立つところに掲示してい
ただいて、地域の皆様方に大いに宣伝していただ
きたいと思っております。なおかつ、そこで出来
たら、ポリオもう少しという意味のこういうポー
ズをクラブの皆様とともに写真を撮っていただい
て、ガバナー事務所の方に送っていただければ、
ガバナーの方で冊子を作ってくれるものと思いま
す。強制ではありませんが、強い要請ですのでよ
ろしくお願いいたします。
あと、ここ２年行けませんでしたが、来年１月
23日にインドのＮＹＤに行けると思いますので、
皆様大いにご一緒に行っていただければと思って
おりますので、よろしくお願いいたします。
ポスターの写真は、関場年度の2001年から20年
間ズーとインドに行って来たときのほんの一部の
写真でありますので、ご覧になってください。
今後とも、国際奉仕にご協力よろしくお願い申
し上げます。

国際奉仕委員会

委員長
白 山 春 男

（十和田東ＲＣ）

地区各委員会活動報告 地区各委員会活動報告
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財団委員会は、年次基金、恒久基金、ポリオプ
ラスということで、目標に向けてロータリアンの
皆さんのご協力を仰いで頑張っているところです
が、特に今年度は、補助金事業があまり活発でな
いクラブに、直接ガバナー訪問と合わせて訪問し
て、是非とも小さい額でも良いのでやっていただ
きたいということで、力を入れてお願いしている
ところであります。
私どもは、小委員会を五つもっており、地区補
助金委員会、グローバル補助金委員会、資金推進
委員会、平和プロジェクト・奨学金・学友委員会、
ポリオプラス対策委員会です。各小委員長から一
言ずつ皆様にご挨拶していただき、報告に代えさ
せていただきます。

地区補助金委員長の小田桐隆夫です。
今年度の事業が速やかに計画通り実施すること
を切にお願いいたします。また、変更のないよう
にお願いいたします。次年度分の申請締切りは３
月と迫っておりますが、これからしっかりと練っ
て新しい事業計画の発表を是非ともお願いいたし
ます。

グローバル補助金委員長の川崎益美です。
午前中、第3330地区のウッチァイさんがタイと
のグローバル補助金事業のご報告をなされており
ました。それにつきまして、若干お話しいたしま
すが、タイには地区が四つあり、その中で第3330
地区というところは、バンコクを除いたマレー半
島のマレーシアまで続くような細長い地区になっ
ており、後でグークルマップ等で確認していただ

ロータリー財団委員会

委員長
佐 藤 健 一

（青森ＲＣ）

ければと思います。その中でクラブ数が98ありま
す。会員数は大体2,400人位で当地区の倍ちょっ
とありますが、会員数の47％が女性会員です。
そういう地区とのグローバル補助金プロジェク

トをやっているわけですが、今年度はサンプラン
地区と白内障のスクリーニング検査の申請を現在
ＲＩに申請中です。当地区から15,000ドル、第
3330地区から20,700ドル、ＲＩ財団から28,500ド
ル、合計64,200ドル(日本円で大体900万円前後)の
補助金プロジェクトで、日本でもそのスクリーニ
ングの医療機器は大体850万円するようで、その
ようなプロジェクトだそうです。そういう形で動
いているということをご報告させていただきま
す。

資金推進委員長の小林俊一です。
資金推進委員会は、二つの役割を頂戴しており

ます。
一つは、皆様の寄付です。ＲＩ財団に150ドル、

ポリオプラスに30ドル、国際平和基金に1,500円
ということで、今年度目標はゼロ寄付クラブが例
年どおりの目標ですので、皆様のご協力よろしく
お願いいたします。
二つ目は、ロータリーカードの推進と決済利用

の推進であります。ロータリーカードは、利用額
の0.3％がポリオプラスの寄付に移りますので、
沢山のご利用をお願いいたします。先ほど飯村Ｒ
Ｉ会長代理からご案内がありましたが、日本では
年間20億円の利用決済があります。当地区では、
ロータリーカードの半分を占めるオリコカードで
は、現在1,103名の会員の皆様の中で59名がカー
ドホルダーで、残念ながら前年よりも減っており
ます。９月15日に各クラブ会長宛お願い文書を出
させていただきました。１月のＲＩ人頭分担金支
払いの際には法人カードでの決済をお願いいたし
ます。ホルダー数と利用決済の拡大でありますの
で、よろしくお願いいたします。

平和フェロー・奨学金・学友委員会の工藤真人
です。
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昨年の地区大会で、グローバル補助金でロンド
ン大学に留学した須藤伸君が壇上で挨拶しました
が、彼は今ブータンで活躍しております。平和
フェローシップ奨学生、グローバル奨学生、地区
補助金奨学生、いずれも彼に続く優秀な人材を募
集しておりますので、皆さんよろしくお願いいた
します。

ポリオプラス対策委員会の森内忠良です。
まず一つ目は、10月24日の国際ポリオデーが目
前です。是非とも市民への啓蒙活動と募金活動を
併せてお願いいたします。
二つ目は、先ほど白山さんがお話しされました
インドポリオワクチン投与活動ですが、11月中頃
には計画をお知らせできるかと思っておりますの
で、皆さんの参加をお待ちしております。

青少年交換委員会

委員長
岡 山 信 弘

（六ケ所ＲＣ）

青少年交換委員会の活動報告をさせていただき
ます。
今年度派遣学生２名おりますので、八戸市内で
６月４日、７月２日、７月24日、８月８日の全４
回、アウトバンドのための研修をさせていただき
ました。その２名に関しては、八戸市のウルスラ
高校３年生 橋本明依さん、スポンサークラブは
六ケ所ロータリークラブ、もう１名は八戸北高校
２年生の楠陽向さん、スポンサークラブは弘前
ロータリークラブにしていただいております。ス
ポンサークラブを引き受けていただいたクラブの
皆さんに感謝申し上げます。橋本さんは８月20日
出発して翌日到着、楠さんは８月22日出発して翌
日到着しております。

交換で、アメリカ合衆国の7040地区からクイン
リン・タッカー・リードさん、スポンサークラブ
であります弘前ロータリークラブの方に８月21日
に到着して新たな生活を始めていらっしゃいま
す。
近況報告としては、橋本さんと楠さんの二人は、
元気に楽しそうに生活・学生生活をしているよう
です。また、クインリンさんも、弘前に来てから
問題の報告がありませんので、楽しく生活をして
いるものと思います。
次に、委員会としての地区外研修会にも参加さ
せていただいております。これは前年度なのです
が、６月18日・19日に日本青少年交換交流会熊本
大会があり、前年度委員長の細川さんと今年度委
員長の私の２名で参加させていただきました。７
月10日には同研究会の東京会議があり、田中ガバ
ナーと私の２名で参加させていただいておりま
す。
また、委員会の会議も開催しており、７月24日
に当地区の青少年交換委員会の第１回会議を八戸
市内で開催しました。10月10日には、2023・24年
度の派遣学生の選考会を開催いたします。現在申
し込みをいただいているのは、平内町にある松風
塾高校１年生の男子生徒です。スポンサークラブ
については現在調整中で、青森クラブさんの方に
ご検討していただいているところであります。
青少年交換に関しては預かる学生さんもおりま
すことから、スポンサークラブの選択は必須であ
りますので、その際には、ホストファミリーに関
しても田中ガバナーの方針で３ホストクラブとい
うことであり、是非ご協力いただくようお願いし
なければならない状況でございますので、地区の
皆様にはご理解とご協力お願いいたします。
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インターアクト委員会

委員長
松 山 隆 志

（野辺地ＲＣ）

インターアクト委員会のご報告をさせていただ
きます。
インターアクトクラブは、皆様方もご承知のと
おり、我が地区内では高校生の方々の部活動とし
て行っていただいている奉仕団体であること、簡
単に言えばこういうものでございますが、最初に
報告させていただきますのが、今年度ちょっと前
でしたが、西第２グループの弘前アップルロータ
リークラブ様のお世話クラブとして尾上総合高校
さんのインターアクトクラブが結成されました。
これは我が地区としては21番目のインターアクト
クラブということで、これから先の色々な活動・
活躍を期待したいと思います。
それに加えて、今年度は、新しく出て来た話と
して、南グループの中で、一つの高校が自分の高
校のインターアクトクラブを設立しても良いかと
いう話が浮上してきまして、現在、同グループ内
のクラブの方々と色々と調整を図り、この設立に
向けて努力している最中であります。皆様の協力
を受けまして、是非22番目のクラブとして結成し
ていただきたいと強く思う次第であります。
さて、今年度の我々の地区のインターアクトク
ラブですが、このコロナ下、対外的な活動という
のは各校のクラブとも殆どできていないという状
況でして、今年の年初に各校クラブさんにアン
ケート調査を行った結果、残念ながら休止中のク
ラブさんも何校かあったり、具体的な活動計画も
まだできていないというクラブもあったりして、
これに関してはちょっとだけ残念な状況となって
おります。ただ、段々とコロナも落ち着きをみせ
て来ていると思いますので、明日からは、ロータ

リアンの方々も各インターアクトクラブの方々に
活発な活動を再開していただくように、ご助言い
ただければありがたいと思います。
当インターアクト委員会は、年初三つの活動の

柱を皆様にお話しさせていただいておりました。
一つ目が年次大会の実施。二つ目がインターアク
トの翼の施行。三つめがインターアクターの方々
への懸賞活動を行うことでした。
一つ目の年次大会の実施については、例年、高

校の夏休みである７月後半から８月くらいの時期
に、各校のインターアクターの方々に一同に集
まっていただいて、各クラブの活動を披露してい
ただいたり、インターアクター同志の親睦を図る
ということで、大体が１泊２日の日程で集りを
もっておりましたが、昨年、一昨年と実際に実施
することができない中、昨年度はズームを使った
やり方で実施いたしました。今年度もズームない
しは一同に会して対面での開催を企画しておりま
したが、時期的に企画し始めた頃に県内でも特に
若年層のコロナ罹患者が増え、学校の方にも打診
等した結果、ズームの方法でも難しいのでないか
ということになり、本日現在まだ実施できていな
い状況であります。
二つ目のインターアクトの翼の施行について

は、これも２年間実施できずにおります。この企
画は、高校生を海外の家庭にホームステイしてい
ただき、そこでの経験を自分たちの奉仕活動に繋
げていただくとともに、当地の同年代の高校生た
ちと交流を図ることにより人間としての幅を持っ
ていただきたいということを目的に、今年度まで
実施してきましたが、コロナ禍においてここ２年
間は実施できずにおりました。今年の場合、もう
そろそろという言葉が各所から出てきまして、来
年１月位であればコロナも世界的に落ち着いてく
るのでないかという情報を得ましたことから、田
中ガバナーの強いご意志もありますので、来年１
月の実施に向けて準備活動を始めている状況であ
ります。この大会が終わったあと早速各クラブ及
びインターアクトクラブ宛に案内状を出して、申
し込みまで行きたいと思いますので、各世話クラ
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ブをはじめ他のクラブの方々のご協力よろしくお
願いいたします。
三つ目のインターアクターに対する懸賞の件で
すが、これは、１年間インターアクトクラブでそ
れぞれの奉仕活動をすごく良くやっていただいた
卒業生に対して、ガバナー褒賞、あるいは委員長
表彰ということで、懸賞を差し上げているもので
ございます。今年度は活動自体があまりやられて
いないということもありますが、その中でも頑
張っているインターアクターたちに懸賞を差し上
げたいと思いますので、ご推薦に関してご協力よ
ろしくお願いいたします。

ローターアクト委員会

委員長
柴 田 文 彦

（むつ中央ＲＣ）

国際ロータリーでは、ローターアクトの改革を
急がせています。
当地区では、中々期待されているような状況に
なっていないのが現状です。コロナ禍から低迷は
否めず、中々立ち直せないままです。
国際ロータリーでは、ローターアクトクラブは
独自に事務手続きを行い会員名簿を管理すると、
そして、大学生であれば年間５ドル、社会人であ
れば８ドルをローターアクトクラブ宛に請求され
ます。このやり取りは、ローターアクトクラブが
マイロータリーを通して行います。スポンサーク
ラブは責務がなくなりますが、運営面でご指導し
てくださいということになりました。無理です、
今の現状では。
2830地区では、青森、青森大学、八戸、弘前、五
所川原、むつにローターアクトクラブがあり、青
森、青森モーニング、八戸、弘前、五所川原、む
つの各ロータリークラブがスポンサークラブで

す。それぞれのスポンサークラブは、引き続き独
り立ちできるように面倒みてもらいたいと思いま
す。そして、地区全体では、ローターアクトクラ
ブを我が子のように育ててもらいたいと思いま
す。それは、社会奉仕活動に積極的に参加しても
らいたいということであります。ロータリーは親
睦が第一ですが、基礎となる社会奉仕を手本とし
て、ロータリーが行うことがロータリーだという
ことを指導することが、成長の近道と考えますけ
ど、むしろ指導することが遠回りになるかもしれ
ませんが、手本となることを行ってもらいたいと
思います。それは、ロータリーという種に水や太
陽のような栄養を与えて、茎となり幹となりとい
うように育ててもらいたいということでありま
す。
どうか、スポンサークラブだけでなく、各クラ
ブでの社会奉仕活動に是非ローターアクトクラブ
を参加させて、ロータリーのすばらしさを体で身
に付けさせてもらいたいと思いますので、よろし
くお願いいたします。

ＲＹＬＡ委員会

委員長
三 浦 基

（青森ＲＣ）
司会者 峯 雅夫 代読

成田パストガバナーより、「既存のロータリー
関係の青少年へのプログラム」から「まずは参加
してロータリーに興味を持ってもらうＲＹＬＡ」
にできないかという命題をいただき、現在、委員
会で青少年が興味をもつような基調講演を含めた
プログラムの検討しております。
開催日は、2023年６月３日～４日、青森市国際
交流ハウス、初日の基調講演は、主に現在ロータ
リーを知らない青少年に向けたプログラムとして
行い、その後のグループディスカッションを含む
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宿泊プログラムに関しては、従来通りロータリー
クラブから推薦をいただける青年（18～30歳）・
ローターアクター・米山記念奨学生及び財団学
友・ロータリアンとします。

米山記念奨学委員会

委員長代理
野 坂 幸 子

（野辺地ＲＣ）

今日は、三浦委員長がお休みなので、代ってご
報告させていただきます。
本来であれば、この地区大会に奨学生を連れて
きて、皆さんにご紹介できたのですが、大学の方
からダメですということになり、一人寂しくきて
おります。
９月に二人卒業し、現在私たちの地区は10名の
大学生をお世話しています。もっと沢山の留学生
が外国から来ていますので、何とか人数を増やし
たいなーと思っております。
ところで、10月は米山月間です。来週各クラブ
の例会に出ましたら「ロータリーの友」が配付さ
れると思います。「ロータリーの友」に各地区の
寄付状況が載っております。当地区は、特別寄付
は下から三番目で、今正確な数字は覚えていませ
んが8,000円位だったと思います。寄付者率は
40％です。是非この報告を聞いていだいた皆さん
は、100％の会員さんが寄付してくださるようお
話ししていただければ思います。目指す寄付は１
万円以上です。でも、１万円にこだわらず、まず
みんなが米山に寄付をということでお願いいたし
ます。
10月は月間なので、色んなクラブから卓話をお
願いされております。学生も、もう卒業の準備に
入っている学生は、卓話もとても上手になってお
ります。私の方も２回位はクラブにお邪魔してい

ます。是非、これからのプログラムに入れられる
クラブは、米山奨学生の卓話例会をお願いいたし
ます。今年ダメでも来年もまだチャンスがありま
すので、来年のプログラムには是非計画していた
だきたいと思います。
色んな米山の行事もコロナで中止になっている

ものもありますが、奨学生みんな元気に勉強も頑
張り、今就職活動をしているという現状です。
お知らせが一つあります。米山には４人も大使

という方がいるんですよ。米山を卒業して、それ
ぞれの場面で活躍している方、通称私たちが呼ん
でいるカレンさんという方が10月13日青森ロータ
リークラブの例会に来ます。お近くのクラブの
方、是非米山を卒業した奨学生の姿はどうなんだ
ろうか、興味を持っていただいて参加していただ
ければと思います。何回あっても素敵な女性です
ので、私も是非カレンさんに会いたいと思ってお
ります。
是非是非米山に興味を持っていただき、そして

寄付をお願いしたいと思います。
これからも三浦委員長を中心に米山委員会頑張

りますので、皆様のご協力よろしくお願いいたし
ます。

ＲＬＩ委員会

委員長
米 谷 恵 司

（青森モーニングＲ）

今年度で沼田年度から数えて４年連続ＲＬＩ委
員長を拝命しており、来年度も築舘エレクトから
やってくれとのお話しが来ておりまして、集大成
として一生懸命頑張ろうかなーと思っておりま
す。
前回のむつでのＰＥＴＳでは、このＲＬＩ手法

を使って会長・幹事エレクトの皆さんには研修を
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受けていただきました。それで、立派な会長・幹
事になられてここに来ているんだなーと思ってお
ります。
今年度は、2830地区の1,100数名の中から30名
を人選して、ディスカッションリーダーに任命さ
せていただきました。その方々の研修を10月23日
の日曜日に行います。ＲＬＩを成功に導くために
は、このディスカッションリーダーの資質向上が
必要不可欠ですので、是非皆さん、素晴らしいリー

ダーに成長するように、山崎パストガバナー、源
新パストガバナーのご指導を大いにいただきたい
と思います。現在30名中返事をいただいているの
が半分位ですが、何とか大勢の方々に出ていただ
き、今後の地区のために、クラブのために、ご自
身のために、ＲＬＩを活用していただきたいと考
えておりますので、是非よろしくお願いいたしま
す。
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プロフィール
学歴
むつ市立大湊小学校、むつ市立田名部中学校卒業
平成10年３月 青森県立青森高等学校卒業
平成15年３月 東北大学法学部卒業

経歴
平成15年４月 国土交通省 入省
平成21年11月 国土交通省都市局まちづくり推進課

課長補佐
平成23年12月 国土交通省土地・建設産業局建設業課

課長補佐
平成24年６月 外務省在ニューヨーク日本国総領事館

政務/経済部領事

公選職歴
平成26年６月29日 むつ市長就任（現在３期目）

ご講演は、国際ロータリー第2830地区及びむつロータリークラブのホームページから
動画でご覧になれます。

記 念 講 演

講師 むつ市長 宮 下 宗一郎 氏

演 題

今、進む むつ市の明
あ
日
す
と日本の未来

－人口減少のその先へ－
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会場：下北文化会館

9：30
開会 司会進行 峯 雅 夫
開会点鐘 ガバナー 田 中 常 浩

9：32
ロータリーソング「我らの生業」

9：35
開会の言葉 実行委員長 波 岡 悦 郎

9：40
ガバナー挨拶 ガバナー 田 中 常 浩

9：45
基調講演（ロータリーと財団) ＲＩ会長代理 飯 村 愼 一

10：30
オンツーメルボルン 国際大会推進副委員長 柴 田 文 彦

10：35
休憩

会場：下北文化会館

10：50
ＲＩ会長代理講評 ＲＩ会長代理 飯 村 愼 一

11：00
謝辞 ガバナー 田 中 常 浩

11：05
ゆるキャラ発表

11：10
次期地区大会開催クラブ挨拶 八戸ロータリークラブ

11：14
閉会の言葉 地区幹事長 藤 野 芳 孝

11：15
閉会点鐘 ガバナー 田 中 常 浩

会場：下北文化会館

大会２日目プログラム 10月2日(日)

第 ３ 本 会 議

第 ４ 本 会 議

大会２日目プログラム
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皆さん、おはようございます。
今朝のお目覚めはいかがでしたでしょうか。
いよいよ、この大会もあと半日というところまで来ました。一昨日の晩餐会、昨日の
本会議、懇親会と、長帳場に亘る会議でございますが、残り少なくなってしまいました。
きようは、今回の地区大会の総括と、来年の八戸大会へ繋げるような何かを感じてもら
えればうれしいと思っております。あと半日になりましたが、皆さんのために少しでも
お役に立てれば幸いでございます。
それでは、地区大会の二日目を開会いたします。

開会の言葉
国際ロータリー第2830地区
2022-23年度地区大会実行委員長

波 岡 悦 郎

開会の言葉 ガバナー挨拶
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改めましておはようございます。
２日目となり、あと半日で終わることになりました。我々計画したときには、どのよ
うな形でこの地区大会を開催するのかと本当に悩みました。13年ぶりということもあり
まして、13年前を分かっている方が本当に数少なかったということも一つあります。そ
の中で、波岡実行委員長を始めむつロータリークラブ、コ・ホストクラブの方々には大
変お世話になり今日に至ったという次第であります。
そして、ＲＩ会長代理を務めていただきました飯村愼一様、パートナー聡子様には三
日間大変お世話になりました。飯村様には、７回、８回という出番まで設けさせていた
だき、本当に恐縮している次第でございます。
先ほど波岡実行委員長が言われたとおり、この地区大会が次の地区大会の少しでも糧
になれば良いなーと思っております。
公式訪問で感じたことは、本当に素晴らしいクラブばかりであるいうことです。ただ、
ＲＩからの指示の下、会員増強というのは本当に大事な部分になっておりますので、是
非各クラブの方々会員増強に力を入れて、そして何よりも退会防止ということを念頭に
置いてほしいと思っております。
この後、ＲＩ会長代理の飯村様には「ロータリーと財団」というテーマでご講演をい
ただくことになっております。去年、今年と、お二人の財団の素晴らしい方がこのよう
にＲＩ会長代理として来られております。この地区、財団が少し弱いのかというＲＩか
らの指示なのかなーという想いもあります。今年度の公式訪問で、佐藤財団委員長にも
同行してもらい、財団の意義というものを少しですがお話しできたと思っております。
そういう意味も含めて、皆様方どうかこれから、ロータリーに対する想い、そして財
団、米山、青少年、全てに関する想いを秘めていただき、ロータリー活動を充分やって
いただければと思っております。
この後、先ほど申し上げましたとおり、飯村様の「ロータリーと財団」というテーマ
で45分のご講演をいただきますので、皆さんしっかりと目を見開いて財団の意義を考え
ていただければと思います。
これでガバナーとしての最後の挨拶になると思いますが、よろしくお願いいたします。

ガバナー挨拶
国際ロータリー第2830地区
2022-23年度ガバナー

田 中 常 浩

開会の言葉 ガバナー挨拶
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ご講演は、国際ロータリー第2830地区及びむつロータリークラブのホームページから
動画でご覧になれます。

基 調 講 演

ＲＩ会長代理
国際ロータリー第2550地区パストガバナー

飯 村 愼 一 氏

テーマ

ロータリーと財団

基調講演 オンツーメルボルーン
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元気ですか、元気があればメルボルーンに行けます。
登録さえすれば全てのロータリアンが世界大会に参加できます。登録料は475ドルで
12月15日までです。
私は、カナダのトロント大会に参加し、ナイヤガラの滝のしぶきを浴びて、そのとき
には、山崎パストガバナーからおいしいワインをいただき、人からいただくワインは大
変おいしく、メルボルーンでもまたごちそうにあやかりたいなーと思っております。
ハンブルグ大会のときは、きょうお越しの島村ガバナーと偶然パリで会いまして、ビー
ルを共にしました。ベルリンの壁も楽しんで、移動後トロントの半分を成田パストガバ
ナーと共にし、そのときの夜の青森ナイトでは、築舘さんがガバナーの「ガ」もないと
きに、予感して「次のガバナーは八戸からは築館さんしかいない」ということで話をさ
せていただきましたが、何かとミラクルがある大会だと思います。
これからも機会さえあれば参加をし、ワインやビールを堪能したいと誓っております。
メルボルーンでは、何にしようかということですね。もう、計画はできています。時
間に余裕のある方、１週間以上ある方は、エアーズロックを見ていただきたいです。私
も30年前に上がって、世界のへそのてっぺんから立小便して縁起が悪いと言われました
が、今まで良いことばかりしていますけど、是非エアーズロックに行ってもらいたいと
思います。シドニー経由で入ります。一日シドニーを堪能していただいてから入っても
よろしいのですが、我々行く方々の年齢層を考えますと、直ぐにメルボルーンに行きた
いと思っております。トランジェットにて１時間位でシドニー経由でメルボルーンに入
ることで、今考えております。もちろん、メルボルーンの動物公園のコアラを見るのも
良いのですが、ウォンバットを抱っこすること。私も、若いときにかみさんと行って抱っ
こして、どっちもかわいいとと言いましたけど、とにかくウォンバットはいまだにかわ
いいです。
メルボルーン大会には、それぞれの旅行会社を通じて参加していただいて、５月28日
の大会で皆さんと再会します。会場が大きいので、お会いすることができない方もい
らっしゃると思いますが、次の日に青森ナイトを企画しております。参加する方によっ
ては、普段顔を合わせているので、わざわざ海外で会わなくてもということで、そのと
きを利用して観光する方も珍しくありません。私は、青森ナイトをすごく楽しみにして
います。皆さんと再会し楽しくやりたいと思っています。現代では、その場所に行かな
くてもその土地の美味しいものを食べることができますし、意外と行っても美味しくな
かったりすることが事実でありますが、旅の楽しみは誰と行って何を食べて何を見てと
いうことでないかと思いますので、本当に楽しみにしております。仲間である我々ロー
タリアンと異国で乾杯できる喜び、メルボルーンで楽しみましょう。

オンツーメルボルーン

国際大会推進副委員長

柴 田 文 彦

基調講演 オンツーメルボルーン
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皆様、改めましてこんにちは。
いよいよ、最後の７回目のスピーチでございます。
それでは、恒例によりましてＲＩ会長代理の所感を述べさせていただきます。地区大
会も閉会に近づいてまいりましたが、ＲＩ会長代理として一言所感を申し上げます。
一昨年から、コロナウィルス感染の影響でロータリー活動も制限される中、今回の地
区大会が無事滞りなく実施されました。これも実行委員会の皆様のご努力が実った結果
で、大変喜ばしいことであります。
ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長が、「イマジン ロータリー」をテーマとして掲げ
ましたが、それを受けて。田中常浩ガバナーの地区スローガンは「ロータリアンの想い
を繋ぐ」といたしました。今まで貴地区は、シニアリーダーの方々のロータリー活動に
より価値ある伝統と歴史を築いてまいりましたが、更なる発展を願いながら今年度の田
中ガバナーにその想いを託されました。そして田中ガバナーは、地区方針として九つの
目標を掲げました。どれも大変重要な目標であり、田中ガバナーの想いが感じられると
ころがございます。
また、各委員会の皆様が各々の地区目標に合わせて委員会方針を述べられておりまし
たが、これから９カ月の間で目標を達成すべく大いに委員会活動を展開されるものと確
信しております。
ロータリー財団は、世界で良いことをしようと、スローガンを掲げ７つの重点分野な
どの奉仕活動を奨励しておりますが、昨年度第2830地区では、タイへの医療機器の提供
や水と衛生など人道的支援に関する二つのクローバル補助金プロジェクトを実施されま
した。世界の人道的な助けを求めている人々に対して、今年度も更に取り組んでいただ
き、ご支援いただきますようお願いいたします。
ロータリー賞は、各年度に優れた取り組みを行ったクラブを表彰するものでございま
す。人々を温かく迎えその参加を促すクラブは、ロータリーの価値観を反映したクラブ
でございます。25の目標のうち半数以上達成したクラブが表彰されますが、昨年度は８
つのクラブが達成されました。本年度もガバナー方針に５つ以上の目標を掲げておりま
すが、昨年度に遠慮せず８つ以上を目指していただければ有難いと思います。
世界の会員数は、120万人前後で横ばいの状態が続いており、また、欧米とアジアでは
増減の傾向も違っております。会員増強は、正に世界のロータリークラブの共通の課題
でございます。深い絆のパートナーシップを保ちながら、あらゆる人を温かく迎え入れ

ＲＩ会長代理講評
ＲＩ会長代理
国際ロータリー第2550地区パストガバナー

飯 村 愼 一

ＲＩ会長代理講評 ＲＩ会長代理講評
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るインクルーシブな組織のもと、魅力を味わえる場としてのクラブを築くことが大切で
す。
記念講演では、「むつ市のあすと日本の未来」と題しまして、宮下むつ市長によるお話
がありました。若いエネルギッシュな市長のお話は、人口減少の中でどのようにあすの
むつ市を発展させて行くかという示唆に富んだ内容で、大変感動いたしました。ロータ
リーでも、あすの発展を想像し今どのように行動するかが問われておりますので、大い
に参考になるお話でありました。
昨年度のヒューストン国際大会は、コロナウィルスの影響がありましたが、世界中か
ら多くのロータリアンが集い、国際理解と親善、そして多くの学びがあった素晴らしい
大会でありました。本年度はオーストラリアのメルボルーンです。コロナも収束しつつ
あり、また時差にも悩まされることもありませんので、貴地区からも多くの方々が参加
していただけるよう期待しております。
中々拝聴する機会がない海上自衛隊大湊地方音楽隊の演奏、また、めったに拝見する
ことができないマグロの解体ショーなど楽しませていただきまして、三日間内容の濃い
地区大会でありました。これも田中ガバナーのリーダーシップ、波岡実行委員長と実行
委員会の皆様、ホストクラブの柳谷会長とコ・ホストクラブの皆様のご尽力の賜物であ
り、心より敬意を表します。また、私をエイドしていただきました山崎パスストガバナー
ご夫妻には、大変お世話になり感謝申し上げます。
ガバナー公式訪問は、自クラブのむつロータリークラブを除いて全て終了いたしまし
た。３ヶ月で全クラブの訪問を終えたというガバナーは、正にロータリーの世界を変え
る行動人であり、藤野地区幹事長、宮川地区会計長とともに、貴地区の夢を想像しなが
ら、残りの期間地区目標に向けて大いに羽ばたいていただけるものと確信しております。
なお、この後、ＲＩ本部に報告しなければいけませんが、ジェニファー・ジョーンズ
ＲＩ会長へは、第2830地区の地区大会では、会員の皆様と学び交流させていただき、内
容の濃い素晴らしい地区大会であったことをご報告申し上げます。
最後になりましたが、本年度末には田中ガバナーの想いを次年度の築舘ガバナーに繋
いでいただき、貴地区が継続的にご発展されますようにご祈念申し上げまして、私の所
感とさせていただきます。
ありがとうございました。

ＲＩ会長代理講評 ＲＩ会長代理講評
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地区大会、皆さん如何でしたでしょうか。私としては、13年振りだったのですが、む
つロータリークラブ、それにコ・ホストクラブのお陰で、このように盛大に開催できた
ことを本当にうれしく思っております。
そして、飯村ＲＩ会長代理には７回も色々と出番を作らせていただいたと言いますか、
ご挨拶やご講演をいただきまして、本当にありがとうございました。ＲＩの方には、
2830地区元気だということを報告していただければという想いでおります。
この想いは、次の八戸・築舘年度の方にまず引き継いでいただきたいなーという想い
でおりますので、これからも2830地区がますます発展することと、そして、最後まで残っ
ていただいた皆様方のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げまして最後の挨拶といたします。
本当にありがとうございました。

謝 辞
国際ロータリー第2830地区
2022-23年度ガバナー

田 中 常 浩

謝辞 ゆるキャラ発表
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それでは、只今より国際ロータリー2830地区キャラクターデザイン公募の審査結果の
発表をいたします。
私は、キャラクターデザイン公募事務局を担当させていただきました八戸ロータリー
クラブの渡辺と申します。作品募集にあたりましては、各クラブの皆様方の色々な多大
なるご協力をいただきましてありがとうございました。
応募のインターアクトクラブが６校ございました。応募作品数は全部で６９作品と非
常に多くの作品をいただきました。その結果、皆様方の再度の審査をいただきまして、
８月に作品を皆様のところにお届けし、９月に審査結果をまとめさせていただきました。
本当にありがとうございました。
その審査結果でございます。それでは、2023年～24年度築舘年度にデビューいたしま
す国際ロータリークラブ2830地区の公式キャラクーを発表させていただきます。これが
最優秀賞に選ばれました八戸学院光星高校インターアクトクラブの７名の皆様の作品で
す。久保奈々美さん、田名部真心さん、髙橋夏凛さん、沼田侑紀さん、辻井季果さん、
中川百花さん、前田朱花さんの７名の方でございます。
続きまして、次点であります優秀賞、優良賞に選ばれた作品がこちらの作品で、向かっ
て左側の作品が優秀賞に選ばれた八戸高校ＪＲＣインターアクトクラブ愛好会の皆様方
の作品であります。そして右側の作品が優良賞に選ばれた八戸工業大学第二高校１年生
の東野愛さんの作品になります。
それでは、最優秀賞を受賞されました八戸学院光星高校インターアクトクラブからビ
デオレターが届いておりますのでご紹介させていただきます。

〔ビデオレター〕
この度は、このような素晴らしい賞に選んでいただきありがとうございます。
４月から私たちはメンバー全員で様々なアイデアを出し合い、合計39種類のキャラク
ターを作製しました。そのうちの一つがこのような大きな賞をいただくことになり、と
てもうれしく思います。
私たちがデザインをする際に大切にしたコンセプトは、そのキャラクターに出会った
とき、子供たちも大人も大の掛け声になるということです。
私たちが日ごろお世話になっているロータリアンの方々は、いつも、どなたも、笑顔
で迎えてくださり、また、優しく親しみを込めて接してくださいます。今回賞をいただ

ゆるキャラ発表

八戸ロータリークラブ

渡 辺 孝

謝辞 ゆるキャラ発表



60 地区大会 記録誌 61地区大会 記録誌

いたキャラクターにもロータリアンの方々の品格や優しさ、笑顔が込められています。
デザインについては、要所要所にブルーを入れることで、タキシードの黒とのコントラ
ストでロータリーカラーが生えるようにしています。ポールハットやタキシードが
フォーマル感を演出しており、ロータリアンの方々の品位ある服装を表しています。タ
スキにはロータリークラブ2830地区の文字と青森県を象徴するりんごを入れました。帽
子にはロータリークラブの徽章を入れました。少しあどけなく優しい表情は、誰に対し
ても親しみをもって接してくださるロータリアンの皆さんの優しさを表しています。
今後このキャラクターには、国際ロータリー2830地区のキャラクターとしてロータリ
アンの皆さんと共にいて、様々な活動を通して多くの方々に笑顔を届ける存在になって
ほしいと思っています。
この度は、本当にありがとうございました。

発表されたのは、田名部真心さんでした。
この後、今月の10日に各学校の表彰式を行います。その後プロのデザイナーにより、
いただいたデザインからぬいぐるみを製作するためのデザインを再度製作します。
来年７月の新しい築舘年度が始まるときに、着ぐるみのお披露目をさせていただきま
す。そのときに、愛称も同じく発表させていただきます。来年度は、キャラクーの活用
が始まります。これは、2830地区の存在や活動内容を多くの人々に知っていただくため
に活動させていただきます。また、キャラクターの人形だけでなく、シールとかバッチ
とか、そういうふうなものも今考えておりますので、来年以降活用していただければあ
りがたいと思います。
様々なアイデアやご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

ゆるキャラ発表 次期地区大会開催クラブ挨拶
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皆さん、３日間お疲れ様でございました。少々時間をいただきまして、次年度八戸の
地区大会のＰＲをさせていただきます。
私は、ホストクラブ八戸ロータリークラブの次期地区大会幹事を申し使いされており
ます橋本と申します。まずもって、次年度ガバナーの築館ガバナーエレクトより一言ご
挨拶をお願いいたします。

築舘でございます。
三日間、田中ガバナーにおかれましては、素晴らしい地区大会を作っていただきまし
てありがとうございました。負けないように八戸グループ、今いろんなアイデア・作戦
を練っておりますので、是非ご期待して八戸に来ていただきますようお願い申し上げま
す。
来年の八戸大会におきましては、私はもちろんのこと、南グループの全クラブそして
全会員が、皆さんをおもてなしいたします。是非ともご参加をお願いいたします。

私は、地区大会実行委員長を仰せつかりました妻神と申します。
まずもって、むつの大会が成功裡に終わりまして、本当におめでとうございます。
きょう、あすから、我々がバトンを引き継ぐことになります。今回の大会に負けない
ように一生懸命素晴らしいものを作り上げて行きたいと思います。こちらの方に「和気
満堂あふれる大会へ」と書いております。この言葉は、和やかな気を堂いっぱいに会館
いっぱいに満ち溢れる、そういった大会運営を目指そうということで、この「和気満堂」
という言葉を進めて行こう、そのためには、八戸ロータリークラブ並びに南グループみ
んなで努力して、これから良いものを作り上げて行く準備をして行きたいと思っており
ます。
最後に、この「和気満堂」という言葉をみんなで唱えて閉めたいと思いますので、会
場の皆さんもご一緒にやっていただければ有難いと思います。私が「和気」と言います
ので、皆さん「満堂」と一緒にやってください。そりでは行きます。「和気」 「満堂」。
ありがとうございました。来年、お待ちしております。

八戸ロータリークラブ

次期地区大会開催クラブ挨拶

ゆるキャラ発表 次期地区大会開催クラブ挨拶
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閉 会 の 言 葉

地区幹事長 藤 野 芳 孝

閉 会 点 鐘

ガバナー 田 中 常 浩

閉会の言葉・閉会点鐘 来賓・招待者・参加ゲスト
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来 賓

ＲＩ会長代理
第2550地区 パストガバナー 飯村 愼一(宇都宮90RC)

パートナー 聡子

青森県知事 三村 申吾

むつ市長 宮下宗一郎

海上自衛隊大湊地方総監 海将 泉 博之

地区外招待者

第3330地区 パストガバナー ウィチャイ・マミーワラキャラキエット
パートナー ウィチャイ・ミスワラボーン・イシャラボン

第2500地区 ガバナー 久木佐知子(旭川西RC)

第2520地区 ガバナー 天沼 久純(盛岡南RC)
パートナー 智子

第2530地区 ガバナー 佐藤 正通(喜多方RC)

第2540地区 ガバナー 高崎 恒夫(秋田港RC)
パートナー 妙子

第2550地区 ガバナー 佐貫 直通(宇都宮陽東RC)

第2580地区 ガバナー 嶋村 文男(東京東江戸川RC)

第2720地区 ガバナー 堀川 貴史(熊本南RC)
パートナー 光江

第2780地区 ガバナー令夫人 佐藤裕見子(津久井中央RC)

第2820地区 ガバナー 大野 治夫(つくば学園RC)
パートナー 佐多子

（敬称略）

来賓･招待者･参加ゲスト

閉会の言葉・閉会点鐘 来賓・招待者・参加ゲスト
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地区内招待者

パストガバナー 島村吉三久(五所川原イヴニングRC)

パストガバナー令夫人 川口 とく(おいらせRC)

パストガバナー 笹森 剛(弘前RC)

パストガバナー 山崎 淳一(五所川原RC)
パートナー 田鶴子

パストガバナー 村井 達(八戸RC)

パストガバナー 小山内康晴(弘前RC)

パストガバナー 北山 輝夫(八戸北RC)

パストガバナー 工藤 武重(弘前西RC)
パートナー 孝子

パストガバナー 鈴木 唯司(青森モーニングRC)

パストガバナー 佐々木千佳子(十和田RC)

パストガバナー 今井 高志(弘前RC)
パートナー 佐千江

パストガバナー 沼田 廣(青森RC)

パストガバナー 源新 和彦(八戸北RC)
パートナー 育子

パストガバナー 成田 秀治(五所川原イヴニングRC)

パストガバナー 長嶺 康廣(八戸南RC)

ガバナーエレクト 築舘 智大(八戸RC)

ガバナーノミニー 花田 勝彦(五所川原RC)

ローターアクトクラブ

甲 健太(むつRAC) 坂本慎之介(むつRAC)

古川 晃仁(むつRAC)

ローテックス

工藤 貴恵(弘前西RC)

参加ゲスト

来賓・招待者・参加ゲスト 登録者名簿
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◆第2550地区
宇都宮90ロータリークラブ
設楽 厚夫 川名 悟 橋本 正行

◆東第２グループ
三沢ロータリークラブ
(会長)小比類巻雅祥 (幹事)松井 篤(Z) 石橋 博仁(Z) 佐々木文仁(Z) 浄法寺雪雄

下久保和成 渡辺 詩織 元木 太

十和田ロータリークラブ
(会長)太田 薫 (幹事)山端 博 佐々木和典 漆畑 善文 佐々木千佳子

十和田東ロータリークラブ
(会長)竹島 直樹 (幹事)大竹 正貴 白山 春男 杉山 克也 金沢 守昭

高村 和雄 欠畑 茂治

おいらせロータリークラブ
(会長)吉田 敏宏 (幹事)杉山 茂夫 川村 重光 川口 とく 田中常三郎

三沢東ロータリークラブ
相田喜一郎 (会長)伊東 睦 (幹事)蛯名佐知子 田中 正吉 花田 仁
宮野 楠見 阿部 康人

十和田八甲ロータリークラブ
(会長)田中 俊次 (幹事)羽賀 義広 今 春淑 平野 治彦 今泉 湧水

下久保淳一 太田 格道(Z) 吹田 正利 寺澤 憲司 工藤 竜也
奥山 勝茂(Z)

◆西第１グループ
五所川原ロータリークラブ

山崎 淳一 山崎田鶴子 花田 勝彦 阿部 哲也 平山 敦士

地区外参加クラブ

地区内参加クラブ

（順不同敬称略）

登 録 者 名 簿

来賓・招待者・参加ゲスト 登録者名簿
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鎌本 文明 今 広樹 近藤 陽介 太田 康成 須崎 暁
安田 義宏 長谷川 通 角田 浩志 木村 重介 木村 康仁
小笠原崇文 佐藤 昭義 寺田 明代 寺田 和仁 (会長)今 直樹

(幹事)野上 友明 赤石 剛(Z) 増田 卓也(Z) 清藤 繁光 成田 学治
小笠原嵩文 高瀬 英人

金木ロータリークラブ
(会長)荒関 利康 (幹事)野呂 賢一

鯵ヶ沢ロータリークラブ
(会長)稲見 鉄男 (幹事)成田 守男 本間 宏幸 安藤久美子 加藤 俊三

鶴田ロータリークラブ
(会長)伊藤 昇 (幹事)坂本 幸光 小関 優

五所川原中央ロータリークラブ
(会長)髙木 邦男 宮崎 敬也 一井 定信 菊池 宏 木村 重孔

成田 英世 小山内 修 高橋 美奈 山崎 正博

つがるロータリークラブ
(会長)清野 悟 (幹事)斉藤 信治 江良 昭次 今 修一 米谷 之宏

佐藤 仙人 高井 孝冶 成田 勝幸 成田 弘志

五所川原イヴニングロータリークラブ
島村吉三久 成田 秀治 (会長)小田桐 浩 (幹事)長谷川裕紀 古川 勝治
三戸 靖史 佐々木一仁 山中たける

◆西第２グループ
弘前ロータリークラブ

笹森 剛 小山内康晴 今井 高志 今井佐千江 (会長)三上 信吾
(幹事)太田 哲也 三上 貴生 細川 勝也 三浦 真介 三浦 博文

大山 直子 山崎 均

板柳ロータリークラブ
工藤 昭義 (会長)渡部 司(Z)(幹事)三上 忠男(Z) 安田 弘美(Z) 大屋 俊考(Z)

黒石ロータリークラブ
中村 公成 (会長)髙橋 晃司 (幹事)渡辺 恵子 増川 博基 福士長年輪

登録者名簿 登録者名簿
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松井修一郎(Z) 大澤 潤逸(Z) 山田 保之(Z) 坂本 壽一(Z) 木立 慶次(Z)
髙樋 憲(Z) 下山ひとみ(Z) 工藤 孝洋(Z) 工藤 和行(Z) 粂田 泰孝(Z)
斎藤 安弘(Z) 山口 正一(Z) 北山 一洋(Z) 山口 龍堂(Z) 髙木 雄平(Z)
村上 陽心(Z)

大鰐ロータリークラブ
(会長)山本 智 (幹事)棟方 昇幸 宮腰 浩一 佐藤 和治

弘前西ロータリークラブ
工藤 武重 (会長)工藤 孝子 成田 俊介 佐藤玲恵子(Z) 竹内 知弘(Z)
中畑 肇(Z) 石岡 弘道 外崎奈津子(Z)

平賀・尾上クラブ
(会長)佐藤 昌宏 (幹事)今 俊一

弘前アップルロータリークラブ
(会長)福士 博之 宇野 純子 三浦 順子(Z) 田中 訓(Z)

◆中グループ
青森ロータリークラブ

相徳 公正 (会長)石川佳共子 木村 義正 工藤 真人 小林 俊一
(幹事)佐藤 一尚 佐藤 健一 白鳥 五大 瀬川 孝友 田中 正子

西田 文仁 沼田 廣 三浦 基 森内 忠良 山辺 務(Z)

青森北東ロータリークラブ
(会長)小山 茂 (幹事)齊藤 幸悦

青森モーニングロータリークラブ
新屋 督志(Z)(会長)神 和平 鈴木 唯司 (幹事)須藤 一幸 橘 正弘
新岡壮太郎 米谷 恵司

◆南グループ
八戸ロータリークラブ

村井 達 築舘 智大 (会長)小林 幹夫 (幹事)正部家光彦 石橋 信雄
今 彰夫 妻神 和憲 佐々木泰宏 正部家淳司 橋本八右衛門
松本 剛典 道尻 誠助 峯 正一 渡辺 孝

登録者名簿 登録者名簿
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八戸東ロータリークラブ
(会長)若山 忠義 (幹事)田中 節穂 石橋 伸之 菊池 厳弘 髙橋 勢治

林 克己 細越 寿一 槙 一郎 三浦 雄大 安田 嘉高
佐々木貴之 角 英明

三戸ロータリークラブ
(会長)矢村英一郎 (幹事)釜澤 英文 工藤 高明 大野 誠

五戸ロータリークラブ
(会長)豊田 孝夫(Z) (幹事)江渡 惠一

南部ロータリークラブ
(会長)奥谷 史人 (幹事)松本 保築 若野 利美 宮沢 誠(Z) 夏堀 剛充(Z)

八戸北ロータリークラブ
(会長)佐々木悦郎 (幹事)吉田 悦子 久保 隆明 源新 育子 源新 和彦

平野 榮子(Z) 川﨑 益美 北山 輝夫 小向 龍悦 小林 弘文
佐々木則夫 山内 一晃

八戸南ロータリークラブ
黒田 正宏(Z) 長嶺 康廣 (会長)清川 浩幸 (幹事)慶徳 拓也(Z) 大橋 央雅(Z)
吉田 立盛(Z) 西尾 和樹 伊藤 斉(Z) 吉田 賢治 石橋 一男

八戸中央ロータリークラブ
(会長)小西 弘晃 (幹事)佐藤 泰治(Z) 伊藤 圓子 上野 実穂 中村 勉

八戸西ロータリークラブ
(幹事)畠山 徳陽 蛇口 和憲 山崎 薫(Z)

◆東第１グループ
野辺地ロータリークラブ
(会長)林 亨 (幹事)杉山 篤弥 松山 隆志 平尾 雄一 野坂 幸子

熊谷 一成(Z) 野村 秀雄(Z) 細川 一見(Z)

七戸ロータリークラブ
(会長)松林 和子 (幹事)竹内 勝彦 横手 幸年 松本 洋子

登録者名簿 登録者名簿



68 地区大会 記録誌 69地区大会 記録誌

登録者名簿

東北ロータリークラブ
(会長)小坂 義貞 (幹事)岡山 武彦 尾形 義昭 佐藤 直樹 芝崎壽一郎

中村 僚 原田 憲一 蛯沢 公洋 新堂 義之 工藤 智
小林 隼 大崎 昭子 土井ひろ子 蝦沢 達彦 乙供 悟

六ヶ所ロータリークラブ
岡山 信広 (会長)小泉 陽大 (幹事)葛西 裕樹 秋田谷仁邦 佐藤 進哉
米内山義明 根路銘尚人 小田 優吾 佐藤 康 加藤弘一郎

むつ中央ロータリークラブ
(会長)髙橋 正一 (幹事)坂部 大介 山元 忠男 八戸 信一 羽立 誠

平野 伸 上條 守夫 柴田 文彦 齋藤 良俊 久保田則夫
前川原 亨 佐々木眞一 杉本 秀道 𠮷原 朋治 東海林 優
杉山 幹彦 内田 大輔 中村 昭芳 菊池 秋彦 赤坂 吉英
北村 良久

むつロータリークラブ
田中 常浩 (会長)柳谷 敬 (幹事)熊谷圭之輔 峯 雅夫 中新 鐵男
波岡 悦郎 成田 行大 小田桐隆夫 齋藤 博二 白濵 憲一
杉沢 利雄 竹内 崇高 田村 研 坪 千代志 渡邉 英司
澁谷 達也 光野恵美子 宮川佐紀男 村中 一文 山口 英勝
東 幸順 藤野 芳孝 藤谷 一男 畑中 一之 石下 雄三
菊池憲太郎 木村 一彦 木村 努 工藤 直克 黒沢 悟
槇 泉 松木 勝廣 三上 史雄 太田 陽介 福津 聖二
磯沼慎一郎 松岡 茂樹 川越 淳嗣 佐藤 望 羽賀 俊仁
高橋 泰成 祐川 隼人 大和 弘尚 白濱 亮一(名誉会員)
中村 義弘(名誉会員)

会員パートナー

田中 幸子 峯 里砂子 村中 陽子 藤野 伸子 柳谷美佳子
白濵 悦子 黒沢みゆき

むつ大畑ロータリー衛星クラブ
(議長)佐藤 裕介 (幹事)菅原 偉久 沖田 耕治 高橋 克彦 堂崎 大

村林 達也 三國 紀子 吉田 稔 佐藤 文昭

登録者名簿
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実行委員会名簿

ガバナー 田中 常浩
実行委員長 波岡 悦郎
副実行委員長 黒沢 悟
副実行委員長 柴田 文彦(むつ中央RC)
会計 宮川佐紀男
幹事長 白濵 憲一
副幹事長 畑中 一之
幹事 峯 雅夫
幹事 佐藤 祐介(大畑衛星RC)
幹事 髙橋 正一(むつ中央RC)
幹事 前川原 亨(むつ中央RC)
ステージマネージャー 藤野 芳孝

補佐 菅原 偉久(大畑衛星RC)

総 務 部 会
総務委員会
波岡 悦郎 藤野 芳孝 白濵 憲一 畑中 一之

登録・受付委員会
畑中 一之 渡邊 英司 福津 聖二 川越 淳嗣

記録・広報委員会
峯 雅夫 成田 行大 竹内 崇高

交通・宿泊委員会
熊谷圭之輔 磯沼慎一郎 高橋 泰成

司 会
峯 雅夫 光野恵美子

接 待 部 会
晩餐会
畑中 一之 工藤 直克

懇親会
白濵 憲一 熊谷圭之輔 坪 千代志

エクスカーション
渋谷 達也

ゴルフ
白濵 憲一

会 場 部 会
会場委員会
黒沢 悟 藤野 芳孝 羽賀 俊仁 佐藤 望

救護委員会
村中 一文 槇 泉

事 務 局
佐々木睦子

ガバナー事務所
浅利 育子 福井 純子

実行委員会名簿
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実行委員会名簿
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国際ロータリー第2830地区

2022-23年度地区大会
発行日／令和５年６月30日
発行者／国際ロータリー第2830地区ガバナー田中常浩
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